
市報

　十文字さくらんぼまつりが、６月20日から
始まりました。今年は大雪の影響で、例年よ
りも収量が２割ほど減少しているようですが、
大粒で甘いさくらんぼが実り、まつりの初日
から家族連れなどが、赤く色付いたさくらん
ぼ狩りを楽しみました。十文字さくらんぼま
つりは、７月15日まで行われます。

さくらんぼ美味しいね
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仙
台
市
青
葉
区
の
お
お
ま
ち
商
店

街
に
あ
る
八
百
長
商
店
内
に
、『
う
め

っ
す
菜
〜
横
手
市
直
売
所
』
の
仙
台

圏
１
号
店
を
開
設
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
６
月
２
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

仙
台
在
住
の
横
手
市
出
身
者
や
同

商
店
街
、
市
関
係
者
な
ど
約
50
人
が

見
守
る
な
か
、
五
十
嵐
市
長
は
「
念

願
が
か
な
い
、
秋
田
県
横
手
市
の
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
を
届
け
る
直
売
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

仙
台
の
皆
さ
ん
か
ら
美
味
し
い
と
言

わ
れ
、
愛
さ
れ
る
直
売
所
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

同
商
店
街
振
興
組
合
の
相
澤
博
彦
理

事
長
が
「
東
日
本
大
震
災
で
先
の
見

え
な
い
状
況
で
の
オ
ー
プ
ン
だ
が
、

が
ん
ば
ろ
う
東
北
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
が
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
の
一
端
を
担
う
こ
と

を
期
待
し
た
い
」と
述
べ
、開
設
を
祝

う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

直
売
所
の
農
産
物
等
は
同
商
店
か

ら
注
文
を
受
け
、
道
の
駅
十
文
字
を

運
営
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー（
小
川
健
吉
社
長
）が
集
荷
と
配
送

を
担
当
。
店
内
に
は
、
当
日
運
ば
れ

た
野
菜
や
山
菜
、
キ
ノ
コ
類
、
漬
物
、

お
菓
子
な
ど
86
品
目
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

道
の
駅
の
ス
タ
ッ
フ
や
市
職
員
の

呼
び
か
け
で
、
次
々
に
来
店
者
が
つ

め
か
け
、
商
品
を
購
入
し
た
先
着
３

５
０
人
に
は
横
手
や
き
そ
ば
が
振
る

舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
直

売
所
の
周
り
は
大
勢
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
野
菜
や
山
菜
を

購
入
し
た
仙
台
市
の
加
藤
美
枝
子
さ

ん
は
「
庶
民
的
で
デ
パ
ー
ト
よ
り
も

気
楽
に
店
内
に
入
れ
ま
す
。
野
菜
の

新
鮮
さ
が
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
で
は
、
東
京
圏
や
仙
台

圏
を
対
象
に
直
売
所
の
出
店
を
計
画

し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
横
手
の
旬
の
農
産
物

や
加
工
品
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

市政の窓行政報告 
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年間を通して、農産物や加工品を販売
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今月の表紙

　６月20日、十文字さくらんぼま
つりの初日に、男鹿市からさくら
んぼ狩りに訪れた佐藤毅さんご家
族。生まれて初めてのさくらんぼ
狩りを楽しんだ寧音ちゃん（５歳）
は、赤く色付いたさくらんぼを口
いっぱいにほおばり、初夏の味覚
を味わっていました。

１１

２２３３４４

１_おおまち商店街の一角にある、八百長商店内にオープンした『うめっす菜～横手市直売所』
２_オープンを祝い行われたテープカット　３_商品を購入した方に横手やきそばを手渡す
五十嵐市長と塩田市議会副議長　４_５_農産物や加工品を買い求める人でにぎわう店内

５５

ね ね

震災に負けない横手・全市一斉の節電に向けた意見交換会

家庭、事業所に工夫と協力を呼びかけ
　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
３
カ

月
目
に
あ
た
る
６
月
11
日
、
全
市
一

斉
の
節
電
に
向
け
た
意
見
交
換
会
が

Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
電
力
需
要
が
増
え
る
夏

場
を
前
に
、
震
災
の
影
響
に
よ
る
電

力
不
足
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

取
り
組
み
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
も

う
と
、
４
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
震

災
復
興
支
援
と
地
震
に
負
け
な
い
横

手
・
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

意
見
交
換
で
は
、
打
川
敦
実
行
委

員
長
が
「
今
回
の
震
災
で
、
二
度
に

わ
た
り
電
気
が
通
じ
な
い
こ
と
の
不

安
や
不
便
さ
を
実
感
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
家
庭
や
職
場
で
節
電
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
東
北
電
力
横
手
営
業
所

か
ら
こ
の
夏
の
電
力
需
給
見
込
み
や

節
電
効
果
の
高
い
取
り
組
み
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
か

ら
も
夏
場
に
向
け
た

各
団
体
や
家
庭
で
の

節
電
対
策
の
取
り
組

み
が
発
表
さ
れ
、
節

電
へ
の
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
市
民
も

事
業
所
も
一
丸
と
な

っ
て
協
力
し
合
う
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

各
団
体
等
の
主
な
取
り
組
み

（
当
日
発
表
順
）

横
手
商
工
会
議
所

　

会
員
向
け
の
啓
発
活
動
、
照
明
・

空
調
・
Ｏ
Ａ
機
器
の
節
電

よ
こ
て
市
商
工
会

　

全
県
統
一
『
緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動
』

横
手
市
議
会

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行
（
本
会
議
で

は
初
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
実
施
）

横
手
精
工
（
企
業
代
表
）

　

休
日
の
変
更
（
土
曜
日
を
営
業
日

と
し
、
日
・
月
曜
日
を
休
日
と
す
る
）

横
手
市

　

公
共
施
設
の
節
電
目
標
を
20
％
に

設
定
、
会
議
等
の
午
前
開
催

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
間
引
き
運
転
、

照
明
・
空
調
・
Ｏ
Ａ
機
器
の
節
電

Ｊ
Ａ
お
も
の
が
わ

　

集
荷
・
出
荷
時
間
の
前
倒
し

横
手
市
観
光
協
会

　

独
自
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
作
成
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
『
希
望
の
灯
り
』
を
活
用

し
た
演
出
の
実
施

横
手
青
年
会
議
所

　

会
員
各
社
の
各
部
署
で
節
電
目
標

の
設
定
と
励
行

高
谷
千
尋
さ
ん
（
市
民
代
表
）

　

家
庭
内
サ
マ
ー
タ
イ
ム
（
早
寝
早

起
き
）、キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
実
施

Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

　

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
家
族
で
公
共

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
の
呼
び

か
け

照明を約15％落とした会場で行われた意見交換会

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、
節
電
に
対

す
る
意
識
が
日
本
全
体
で
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
夏
場
は
電
力
需
要
が
多
い
こ

と
か
ら
、
今
夏
は
15
％
の
削
減
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
や
職
場
で
節
電
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
が
、
ま
だ
ま
だ
き
っ
と
あ

る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
「
日
中
は
こ
れ
以
上
の
節
電
は

無
理
」
と
い
う
方
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の

が
『
朝
型
生
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
略
し
て
朝

チ
ャ
レ
）
』
で
す
。
「
朝
か
ら
、
気
持
ち

よ
く
始
め
る
、
エ
コ
」
「
夜
に
は
、
ゆ
っ

く
り
休
ん
で
、
エ
コ
」
を
テ
ー
マ
に
、
早

寝
早
起
き
を
心
掛
け
る
こ
と
で
夜
遅
く
ま

で
使
用
し
て
い
た
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、

照
明
な
ど
、
夜
間
の
電
力
消
費
を
抑
え
る

と
と
も
に
、
健
全
で
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
送
れ
る
〝
朝
型
生
活
〞
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
朝
チ
ャ
レ
実
践
、３
つ
の
オ
ス
ス
メ

　

『
食
事
』、『
運
動
』、『
学
習
』

　

目
覚
め
た
ば
か
り
の
体
は
、
ま
だ
眠
り

か
ら
覚
め
て
い
な
い
状
態
。
朝
の
光
を
し

っ
か
り
と
浴
び
て
、
ま
ず
は
朝
ご
は
ん
を

き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
で
、
頭
に
も
体
に

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
充
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
軽
く
運
動
す
る
と
血
行
が
良
く
な
り
、

脳
も
体
も
し
っ
か
り
目
覚
め
て
仕
事
の
効

率
が
上
が
り
ま
す
。

　

１
日
の
始
ま
り
が
充
実
す
れ
ば
、
生
活

に
も
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ
、
毎
日
を
さ
わ

や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■１日１時間、夜の電気使用を減らした場合の
　ＣＯ２削減効果（１世帯あたり・年間）
◎照　明　　年間約85kg … ①
◎エアコン（平均保有数2.3台）
　・冷房　　年間約7.9kg
　・暖房　　年間約17.1kg
　（7.9kg＋17.1kg）×2.3台＝約58kg … ②
◎テレビ
　・ブラウン管　年間約13.3kg（保有数1.2台）
　・液晶等薄型　年間約6.3kg（保有数1台）
　13.3kg×1.2台＋6.3kg×1台＝約22kg … ③
●合　計　①＋②＋③＝約165kg
※節電とともに地球温暖化にもプラスの効果！

明日の朝から実践☆朝型生活にチャレンジ！

２

節電生活
の

ヒント

夏本番に向けて

この夏の電力需給の見通し
　東北電力管内の、現在停止中で７月以降も復
旧できない発電所の発電量は約900万kＷあり、
今年８月の電力供給量は約1,230万kＷです。こ
れに対しピーク時の電力需要は1,300万～1,380
万kＷと見込まれています。

※電力量はいずれも１時間あたり

●原子力
▲自社火力
▲企業グループ火力
×…停止中

能代火力▲
▲八戸火力

●東通原子力

秋田火力▲

酒田共同▲
火力発電㈱

東新潟火力▲

▲
新潟火力

●女川原子力
仙台火力

▲▲

新仙台火力

原町火力▲
▲相馬共同火力発電㈱
　 新地発電所

▲常磐共同火力㈱勿来発
　電所（７月再開予定）

×

×

×

×

×××

東北電力管内の発電所の状況（４月末現在）

※『東北電力ニュース』より
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市議会６月定例会　市長所信説明

正
式
な
通
知
を
待
っ
て
補
正
予
算

で
対
応
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　

地
元
町
内
会
や
地
元
の
組
織
団

体
『
横
手
の
未
来
を
考
え
る
会
』

と
の
意
見
交
換
会
を
引
き
続
き
開

催
す
る
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な

施
設
を
目
指
す
た
め
、
『
整
備
検

討
委
員
会
』
と
『
環
境
保
全
委
員

会
』
を
設
置
し
ま
す
。

　

『
整
備
検
討
委
員
会
』
は
、
実

際
に
ご
み
を
排
出
す
る
立
場
の
方

や
市
内
で
環
境
保
全
活
動
に
携
わ

る
方
、
大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
、

そ
し
て
市
の
担
当
職
員
に
よ
る
25

人
の
委
員
で
構
成
し
、
施
設
整
備

に
関
す
る
具
体
的
内
容
や
、
ご
み

の
分
別
、
効
率
的
な
収
集
ル
ー
ト

な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
７
月
か

ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た『
環
境
保
全
委
員
会
』は
、

周
辺
環
境
に
密
接
な
関
係
を
有
す

る
地
元
の
団
体
や
土
地
改
良
区
等

の
公
共
的
団
体
、
地
域
代
表
と
し

て
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
代
表
の

ほ
か
に
、
県
の
環
境
整
備
課
も
含

め
て
21
人
の
構
成
と
し
、
現
在
実

施
中
の
周
辺
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
の
報
告
と
、
施
設
稼
動
後

に
は
周
辺
環
境
の
状
況
や
運
転
状

況
等
を
報
告
し
な
が
ら
、
ご
意
見

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
な
お
、

環
境
保
全
委
員
会
は
、
生
活
環
境

影
響
調
査
終
了
後
の
本
年
12
月
を

目
途
に
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

中
学
校
統
合
事
業

　

平
成
24
年
度
開
校
予
定
の
横
手

明
峰
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
陸
上

競
技
場
な
ど
屋
外
体
育
施
設
の
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
校

舎
本
体
工
事
は
、
予
定
よ
り
若
干

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
震
災

の
影
響
で
資
材
調
達
が
困
難
に
な

っ
た
た
め
で
、
今
後
、
予
定
通
り

に
開
校
で
き
る
よ
う
、
請
負
業
者

に
対
し
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
開
校
予
定
の
横
手

北
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
６
月
か

ら
校
舎
、
体
育
館
部
分
の
土
地
造

成
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業

　

昨
年
12
月
に
発
生
し
た
大
森
地

域
猿
田
南
北
線
の
地
す
べ
り
災
害

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
採
択
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
工
事

の
実
施
に
向
け
た
諸
手
続
き
を
進

め
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

雪
害
対
応
と
雪
対
策

　

こ
の
冬
の
豪
雪
で
は
、
生
活
道

路
の
確
保
、
高
齢
者
世
帯
の
除
排

雪
支
援
、
空
き
家
対
策
な
ど
、
雪

に
対
す
る
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
団
や
火
災
予

防
組
合
な
ど
の
地
域
防
災
団
体
や
、

市
の
地
域
担
当
職
員
制
度
な
ど
を

活
用
し
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

も
協
議
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
年
度
は
課
題
を
整
理
し
て
、
雪

に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

と
防
災
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

果
樹
等
の
雪
害
復
旧
支
援
対
策

　

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
等
の
果
樹
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
施
設

が
、
こ
の
冬
の
豪
雪
で
、
多
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
果
樹

で
は
雪
解
け
と
と
も
に
被
害
の
拡

大
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
２
月
以
降
、
４
回
に
わ

た
り
予
算
総
額
で
６
億
２
，
９
０

０
万
円
余
り
の
対
策
を
と
っ
て
き

ま
し
た
。
３
月
15
日
か
ら
30
日
に

か
け
て
は
、
市
や
県
、
Ｊ
Ａ
、
企

業
等
の
職
員
４
０
６
人
に
よ
る
枝

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
４
月

に
は
市
内
の
６
会
場
に
お
い
て
、

雪
害
復
旧
支
援
対
策
事
業
の
申
請

受
付
と
、
資
金
の
相
談
会
を
Ｊ
Ａ

と
一
体
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
果
樹
産
地
復
興
の
た
め
、

農
家
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

2

2

建設が進む横手明峰中学校

Ｙ（わいわい）ぷらざ１階にオープンした
ふれあい喫茶『くつろぎ』

2

雪の中からりんごの枝を掘り
起こすボランティアの皆さん
雪の中からりんごの枝を掘り
起こすボランティアの皆さん

豪雪に耐えて若葉が茂ったりんごの木

　

本
庁
機
能
集
約
化
の
実
施

　

４
月
末
の
連
休
を
利
用
し
て
、

横
手
庁
舎
周
辺
の
３
つ
の
庁
舎
や

県
平
鹿
地
域
振
興
局
に
本
庁
部
局

の
引
越
し
を
行
い
、
５
月
２
日
か

ら
新
た
な
事
務
所
で
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

本
庁
機
能
集
約
化
に
伴
う
地
域

局
庁
舎
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
の

利
便
性
の
向
上
と
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
と
一
緒
に
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　

横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー
『
Ｙ
ぷ

　

ら
ざ
』
オ
ー
プ
ン

　

４
月
１
日
に『
Ｙ（
わ
い
わ
い
）

ぷ
ら
ざ
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
の
地
震
で
、
施
設

の
一
部
が
損
壊
し
、
市
民
の
皆
様

に
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
し
ま
す
。

　

施
設
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
連

休
明
け
ま
で
の
期
間
を
通
し
て
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い

る
個
人
や
団
体
、
市
民
応
援
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
様
か
ら
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
５
月

中
旬
の
段
階
で
３
万
人
を
超
え
る

来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
階
の
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
に
は
、

障
が
い
者
の
働
く
場
所
の
提
供
と

雇
用
推
進
の
た
め
、
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
『
く
つ
ろ
ぎ
』
を
設
置
し
ま
し

た
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
公
募
に

よ
り
社
会
医
療
法
人
興
生
会
『
グ

リ
ー
ン
』
に
決
定
し
、
現
在
、
21

人
の
方
が
、
交
替
勤
務
で
厨
房
業

務
や
接
客
等
の
就
労
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
国
保
税
の
算
定
で
は
、

繰
越
金
約
４
億
８
，
０
０
０
万
円

を
全
額
歳
入
に
組
み
入
れ
し
、
国

保
税
率
を
据
え
置
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

加
入
者
に
課
税
さ
れ
る
『
介
護
納

付
金
分
』
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
所
要
額
が
３
，
４
５
８
万
８

千
円
の
減
額
と
な
る
た
め
、
所
得

割
額
の
税
率
を
０
・
１
８
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
し
て
２
・
４
２
％
に

改
め
、
均
等
割
と
平
等
割
も
そ
れ

ぞ
れ
減
額
改
定
し
ま
す
。

　

国
保
連
合
会
が
『
高
額
医
療
費

共
同
事
業
』
と
『
保
険
財
政
安
定

化
事
業
』
の
拠
出
金
を
算
定
誤
り

し
、
横
手
市
に
約
８
，
７
０
０
万

円
返
還
さ
れ
ま
す
。こ
の
額
に
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
分

と
、
国
・
県
の
補
助
金
が
含
ま
れ

て
お
り
、
実
質
の
国
保
特
別
会
計

へ
の
返
還
分
が
３
，
７
０
０
万
円

程
度
と
な
る
見
込
み
で
、
今
後
の

市議会６月定例会

市長所信説明

共
助
の
充
実
し
た

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

共
助
の
充
実
し
た

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

横
手
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
13
日
か
ら
30
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
信
説
明
の
冒
頭
、
６
月
11
日
に
亡
く
な
っ
た
石
山
米

男
市
議
会
議
長
の
功
績
を
た
た
え
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
６
月
３
日
に
発
生
し
た
救
急
搬
送
の
遅
れ
に

つ
い
て
陳
謝
し
、
「
多
重
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
徹
底
し
、

市
民
の
安
心
と
信
頼
の
回
復
に
努
め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ
た
所
信
説
明
の
中
か

ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

本会議の冒頭、故・石山市議会
議長を偲んで黙とう

本
庁
機
能
の
集
約
と
県
と
の
機
能
合
体
で

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

 



市報よこて 06No.138  2011(       23　).7.1市報よこて07 2011(       23　).7.1  No.138  平成　 年平成　 年

■一般会計補正額・・・・・・・・・・・・・・・・・・７億１,５５６万円
◎主な補正予算の内容
　●国民健康保険特別会計繰出金･･･････ ３，０１４万１千円
　●環境保全センター共通管理費･･･････ ２，６０６万１千円
　●農業生産法人経営拡大支援事業････････ ８４６万９千円
　●横手駅前東西自由通路等管理費・・･･・ １，４３７万８千円

■補正後の予算総額 ・・・・・・・・・・・・・５３１億１,６８７万１千円

　●温泉宿泊施設取得事業・・・・・・・・・ ３億４,８８０万１千円
　●くらしのみちづくり事業・・・・・・・・・・・・・・・ １,２５０万円
　●地方道路交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・ ２,１１４万５千円
　●横手地区中学校統合事業････････・・・ ３,２５０万６千円

今議会に提案された一般会計補正予算

市議会６月定例会　市長所信説明

 

 

ご冥福をお祈りいたします

横手市議会議長

石山 米男 氏
　　　  逝去
　６月11日、横手市
議会議長の石山米男
氏（70歳）が、病気の
ため市内の病院で亡くなられました。
　石山氏は、旧増田町長を５期19年務
めた後、平成17年10月の市議会議員選
挙に初当選。２期目の平成21年11月か
らは市議会議長を務められ、市政発展
のために多大な貢献をされました。
　石山氏の長年のご功績に対し、心か
ら感謝を申し上げますとともに、謹ん
でご冥福をお祈りいたします。

　
震
災
対
応
と
災
害
対
策

　

市
で
は
、
県
と
協
力
し
な
が
ら

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
を
行
う
と

と
も
に
、
経
済
団
体
と
連
携
し
、

経
済
活
動
の
平
常
化
に
向
け
た
決

議
を
す
る
な
ど
、災
害
に
負
け
ず
、

地
域
が
元
気
に
な
る
取
り
組
み
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
被
災
地
の

一
刻
も
早
い
復
興
を
後
押
し
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
の
大
地
震
と
４
月
７

日
の
余
震
で
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、

と
り
わ
け
電
力
確
保
の
重
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。
救
急
病
院
や
浄

水
場
・
福
祉
施
設
な
ど
市
民
の
生

命
に
関
わ
る
重
要
施
設
に
は
、
計

画
停
電
の
際
に
も
電
力
が
供
給
さ

れ
る
よ
う
、
電
力
会
社
は
も
と
よ

り
、
国
や
関
係
機
関
へ
要
請
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
災
害
を
踏

ま
え
、
想
定
外
の
災
害
発
生
を
考

慮
し
た
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

検
討
や
備
蓄
物
資
の
調
達
・
管
理

な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を

図
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
災
害

へ
の
備
え
と
被
害
防
止
に
ご
活
用

い
た
だ
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
配
布
し
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

　

平
成
21
年
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
る『
災
害
時
あ
ん
し
ん
リ
ス
ト
』

に
は
、
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
『
要
援
護
者
』
と
し
て

現
在
約
９
５
０
人
の
方
々
が
登
録

し
て
お
り
、
各
地
区
の
民
生
児
童

委
員
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
局
や
民
生
児
童

委
員
等
に
よ
る
未
登
録
の
方
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
る
と
と
も
に
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
モ
デ
ル
地

区
で
進
め
て
い
る
『
要
援
護
者
マ

ッ
プ
づ
く
り
事
業
』
な
ど
と
も
連

携
し
、
要
援
護
者
個
々
の
避
難
支

援
計
画
に
つ
な
げ
て
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

５
月
18
日
、
大
沢
浄
水
場
天
日

乾
燥
床
に
廃
油
の
よ
う
な
液
体
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、

直
ち
に
液
体
を
除
去
し
て
、
水
道

水
へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
液
体
の
分
析
依
頼
を

し
た
結
果
、
一
般
家
庭
に
も
あ
る

よ
う
な
調
理
油
等
の
動
植
物
油
脂

類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
浄
水
場
入
口
に
立
入

禁
止
看
板
と
鍵
付
チ
ェ
ー
ン
を
設

置
し
て
、
不
法
侵
入
防
止
の
対
策

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
監

視
カ
メ
ラ
の
録
画
機
能
の
追
加
や

フ
ェ
ン
ス
、
門
扉
を
設
置
し
、
施

設
管
理
の
強
化
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
は
、
水
道
庁
舎
１

階
に
『
横
手
市
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
』
を
開
設
し
、
民
間
委
託
事

業
者
に
よ
る
上
下
水
道
料
金
の
徴

収
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
民
間

委
託
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
温
泉
宿
泊
施
設
（
鶴
ケ
池
荘
）

　
再
生
事
業
に
つ
い
て

　

市
は
、
鶴
ケ
池
荘
を
運
営
し
て

い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
『
株
式
会
社

山
内
観
光
振
興
公
社
』
を
支
援
す

る
た
め
、
ホ
テ
ル
棟
建
設
に
要
し

た
借
入
金
の
償
還
元
金
相
当
額
を

平
成
19
年
度
か
ら
貸
し
付
け
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、同
社
の
財
務
状
況
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景
気

低
迷
や
地
域
経
済
の
縮
小
に
よ
り

大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
と
の
判
断
に
至

り
ま
し
た
。

　

公
社
所
有
の
土
地
建
物
を
市
が

買
い
取
る
こ
と
で
、
長
期
債
務
等

を
圧
縮
し
、
以
後
の
市
の
資
金
投

入
を
極
力
抑
え
な
が
ら
運
営
を
継

続
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水道庁舎１階で上下水道料金の徴収業務を
行っている横手市水道お客様センター

　

平
成
23
年
春
の
叙
勲
な
ら
び
に
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
か
ら
は
、
叙
勲
８
人
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
２
人
、
褒
章

２
人
の
あ
わ
せ
て
12
人
の
方
が
晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成23年度平成23年度

春
の

12
人
が
栄
え
あ
る
受
章

瑞
宝
単
光
章

 

【
消
防
功
労
】

 

叙
勲

褒
章

春
の
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

春
の
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

 春の叙勲・褒章

元横手市消防副団長
米澤三代司氏（横手・80歳）

瑞
宝
単
光
章

　  

【
統
計
調
査
功
労
】

元各種統計調査員
原飛行弘氏（平鹿・83歳）

瑞
宝
単
光
章

【
専
門
工
事
業
務
功
労
】

岩野設備工業設備部長
岩野明氏（十文字・59歳）

瑞
宝
双
光
章

　  

　【
教
育
功
労
】

元朝倉小学校長
佐々木久氏（十文字・73歳）

瑞
宝
単
光
章

　  

　
　【
消
防
功
労
】

元山内村消防団副分団長
東谷弥市氏（山内・88歳）

瑞
宝
双
光
章

　 

　【
警
察
功
労
】

元警部
越後谷六郎氏（横手・71歳）

旭
日
双
光
章

　 

【
地
方
自
治
功
労
】

元横手市議会議員
赤川堅一郎氏（横手・78歳）

旭
日
双
光
章

　【
地
方
自
治
功
労
】

元大森町議会副議長
平元鐵雄氏（大森・76歳）

瑞
宝
双
光
章

　  

　
　【
消
防
功
労
】元横手平鹿広域市町村圏組合

消防司令長 
金沢廣治氏（横手・70歳）

藍
綬
褒
章

　 

【
統
計
調
査
功
績
】

藍
綬
褒
章

　 

【
統
計
調
査
功
績
】

元農林業センサス調査員
藤王米藏氏（平鹿・80歳）

元農林業センサス調査員
鈴木實氏（平鹿・79歳）

瑞
宝
双
光
章

 

【
消
防
功
労
】

元横手市大雄消防団長
加藤周一氏（大雄・72歳）
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〜
歴
史
あ
る
町
並
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
歴
史
あ
る
町
並
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
目
指
し
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
目
指
し
て

【建物の配置】

 

 

外蔵
内蔵

主屋

国登録有形文化財の『日の丸醸造内蔵』

平成22年に行われた内蔵の
調査状況
平成22年に行われた内蔵の
調査状況

　

増
田
地
区
は『
蔵
の
日
』に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
〝
蔵
の
あ
る
町
〞

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
、
明
治
の
は
じ
め
か
ら
戦
前

に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
主
屋
が
軒

を
連
ね
る
町
並
み
に
も
注
目
が
集

ま
り
、
こ
れ
を
保
存
、
活
用
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
増
田
地
区
に
現
存

す
る
町
並
み
を
、
そ
の
歴
史
的
価

値
か
ら
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、

貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
通
年
型

観
光
の
拠
点
に
位
置
づ
け
、
全
国

で
91
地
区
、
県
内
で
は
仙
北
市
角

館
に
次
い
で
２
例
目
と
な
る
国
の

『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
（
重
伝
建
）』の
選
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯　

◎
平
成
11
年
／
増
田
町
商
工
会
が
、

　

案
内
板
な
ど
を
設
置
す
る『
く
ら

　

し
っ
く
ロ
ー
ド
事
業
』を
開
始
。

◎
平
成
15
年
／
増
田
町
文
化
財
協

　

会
が
内
蔵
の
調
査
・
写
真
撮
影

　

を
開
始
。

◎
平
成
16
年
／
増
田
町
観
光
ガ
イ

　

ド
の
会
が
発
足
。

◎
平
成
17
年
／
増
田
町
文
化
財
協

　

会
が
写
真
集『
増
田
の
蔵
』を
発

　

刊
。
蔵
へ
の
注
目
が
高
ま
る
。

◎
平
成
18
年
／
蔵
の
会
が
発
足
。

　

第
１
回『
蔵
の
日
』を
開
催
。　

　

『
蔵
の
日
』の
開
催
を
契
機
に
、

蔵
の
あ
る
町
・
増
田
と
し
て
の
知

名
度
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
町
並
み
景
観

に
も
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、

市
で
は
平
成
20
・
21
年
に
、
所
在

調
査
の
た
め
の
『
歴
史
的
建
造
物

調
査
』
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
主

屋
や
内
蔵
、
外
蔵
な
ど
戦
前
に
建

て
ら
れ
た
建
造
物
が
１
５
０
棟
以

上
現
存
し
、 

群 

と
し
て
町
並
み

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
市
教
育
委
員
会
で
は
文
化
財

申
請
を
行
い
、
７
件
10
棟
が
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
18
件
40

棟
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
国
と
協
議
を
行
い
、
増

田
地
区
の
町
並
み
が
景
観
の
国
宝

級
扱
い
と
な
る
『
重
伝
建
』
と
成

り
得
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

そ
の
価
値
を
見
極
め
る
た
め
に
、

保
存
対
策
調
査
に
着
手
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

保
存
対
象
調
査

　

国
内
に
お
け
る
増
田
地
区
固
有

の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
、
建
造

物
や
景
観
、
歴
史
、
民
俗
等
の
観

点
か
ら
総
合
的
に
調
査
す
る
事
業

を
平
成
22
・
23
年
度
の
２
カ
年
事

業
で
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
は
工

学
院
大
学（
東
京
都
）が
実
施
し
、

大
学
教
授
や
学
識
経
験
者
、
地
区

住
民
で
構
成
さ
れ
る
『
保
存
対
策

調
査
委
員
会
』
が
サ
ポ
ー
ト
。
調

査
結
果
を
も
と
に
『
伝
建
地
区
』

と
し
て
保
存
す
る
範
囲
を
検
討
し
、

方
針
や
対
策
を
示
し
た
保
存
構
想

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
選
定
を
目
指
す

　

保
存
対
策
調
査
終
了
後
、
保
存

条
例
や
保
存
計
画
を
策
定
し
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
『
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
』
の
範
囲
を
決

定
し
ま
す
。
こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、

市
か
ら
国
へ
重
伝
建
選
定
の
申
し

出
を
行
い
、
国
の
文
化
審
議
会
へ

の
諮
問
・
答
申
を
経
て『
重
伝
建
』

へ
正
式
に
選
定
さ
れ
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
こ
ろ
の
選

定
を
目
指
し
て
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
並
み

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
、

貴
重
な
伝
統
的
建
造
物
が
存
在
す

る
増
田
の
町
並
み
。
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
空
店
舗
や

空
洞
化
等
の
包
括
的
対
策
も
含
め

た
通
年
型
観
光
地
化
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
歴
史
的
景
観
の
保
全
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
環
境
や
防
災
設

備
の
整
備
な
ど
、
暮
ら
し
や
す
い

生
活
空
間
を
創
出
し
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
町
並
み
を
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
き
ま
す
。

市指定有形文化財の『松浦千代松家』

〝　

〞

ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
交
流
連
携
の
架
け
橋

ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
交
流
連
携
の
架
け
橋

今
秋
、
横
手
駅
と
東
西
自
由
通
路
が
完
成
し
ま
す

今
秋
、
横
手
駅
と
東
西
自
由
通
路
が
完
成
し
ま
す

歩行者専用通路にふさわしい、親しみやすい愛称を募集します。
◆資　格／どなたでも応募できます。
◆期　間／７月１日(金)～８月19日(金)※当日消印有効
◆方　法／以下の①～⑦を記入の上、郵送、ファクス、電子メール、持             
  　　　　参のいずれかの方法でご応募ください。応募は、ひとりにつ
　　　　　き１点で様式は問いません。①愛称（ふりがな）②愛称の説明
　　　　　③住所④氏名⑤年齢⑥性別⑦電話番号
◆発　表／市の選考会を経て、９月下旬以降に市ホームページ等で発表
　　　　　します。採用者には郵送で通知します。
◆その他／以下の点にご注意ください。
　　　　　・他で使用されていないもので、自作・未発表のものとします。
　　　　　・愛称決定の過程で一部を修正する場合があります。
　　　　　・採用された愛称の一切の権利は市に帰属します。
　　　　　・応募作品で著作権などの問題が発生した場合、すべて応募
　　　　　　者の責任となります。
◆問合せ・応募先／市建設部都市計画課
　〒013-0022 横手市四日町３番23号(水道庁舎内) 　0182-32-2408
　  0182-32-4024   toshikeikaku@city.yokote.lg.jp
　※各地域局地域振興課でも受け付けしています。

 横手駅東西自由通路の愛称を募集します！

横
手
駅
と
東
西
自
由
通
路
、
都

市
施
設
の
進
捗
状
況

　

現
在
工
事
中
の
横
手
駅
と
東
西

自
由
通
路
、
都
市
施
設
は
、
当
初

７
月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
工
事
に
遅
れ
が
生
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
材
料
の
調
達
や

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
め
ど
も
立

ち
、
９
月
下
旬
の
完
成
を
目
指
し

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
横
手
駅
の
３
つ
の
特
徴　

交
流
【
都
市
施
設
】

　

市
西
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
駅

に
西
口
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、

東
口
１
階
に
は
待
ち
合
い
・
観
光

交
流
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ

の
機
能
を
備
え
た
情
報
発
信
の
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
ま
す
。
県
内
外
の

皆
さ
ま
に
横
手
の
魅
力
を
紹
介
し

な
が
ら
、
地
元
の
方
々
と
の
交
流

も
図
れ
る
、
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い

の
場
を
創
出
し
ま
す
。

駅
【
橋
上
駅
舎
】

　

待
合
室
、
出
改
札
な
ど
駅
舎
機

能
を
２
階
に
集
約
し
て
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
か
ら
の
動
線
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
、
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
く
、

使
い
や
す
い
、
快
適
な
レ
イ
ア
ウ

ト
に
な
り
ま
す
。

つ
な
ぐ
【
東
西
自
由
通
路
】

　

駅
の
東
西
を
つ
な
ぐ
、
歩
行
者

専
用
通
路
を
設
置
し
ま
す
。
駅
東

西
の
移
動
が
容
易
に
な
り
、
両
エ

リ
ア
で
の
買
い
物
な
ど
利
便
性
が

向
上
し
ま
す
。

工事状況（６月20日現在）

【横手駅平面図】

東口側から見た完成予定図

東西自由通路
都市施設
橋上駅舎

東口出入口

待合・
市民ギャラリー

改札

待合

東西
自由通路

西口出入口

←湯沢 秋田→

改札付近のイメージ

平側妻側
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予防接種

※通知がなくても、希望する方は接種を受けることができますので、ご相談ください。
＊すでに１期接種を１回または２回受けた方は、前回の接種から接種間隔が開いていても差し支えないので（６日以上
　の間隔をおいて）、残りの回数を接種してください。

生まれた年ごとの影響と対応表
　平成７年６月１日～平成19年４月１日に生まれた方は、20歳未満まで接種を受けられるようになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年５月20日から）

平成19年４月２日以降 通常どおりの接種を受けてください。影響はありません。
生まれた年月日 接種を受けなかった影響 今後の対応

平成15年４月２日～
平成19年４月１日 

平成14年４月２日～
平成15年４月１日 

１期接種を受けていない方がいます。

１期接種を受けていない方や、接種回数が不
足している方がいます。

１期接種の接種回数が不足している方や、２
期接種を受けていない方がいます。

２期接種を受けていない方がいます。
（１期接種を受けていない方はご相談ください）

１期接種が遅れているため、今後の２
期接種の連絡については未定です。１
期接種をすでに受けた９歳以上の方は、
希望すれば２期接種を受けることがで
きますので、ご相談ください。

２期接種が必要な、平成10年４月２日～平成14年４月１日
生まれの方には、昨年度に通知しています。※

市から接種の通知
をします。※

今年４月に通知し
ています。※

今年２月に通知し
ています。※

平成７年６月１日～
平成13年４月１日 

平成13年４月２日～
平成14年４月１日

教　育

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

高
校
２
年
生
１
回
目
接
種
を
再
開

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
不
足
に
よ
り
、
２
・
３
回
目

の
接
種
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
高
校
２
年
生
（
相
当
）
の
方

は
、
１
回
目
の
接
種
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
機
関
へ

ご
連
絡
の
上
、
お
早
め
に
接
種
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
実
施
期
限
／
平
成
24
年
３

　

月
31
日
（
た
だ
し
、
１
回
目
の

　

接
種
は
９
月
30
日
）

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

予防接種

国民年金

テレビのアナログ終了まで『あと23日』
準備をお急ぎください（平成23年７月１日現在）　
　アナログ放送は、平成23年７月24日正午にす
べての放送が終了します。地上デジタル放送へ
の移行について、総務省テレビ受信者支援セン
ター（デジサポ）が相談を受け付けています。
◆場所／Ｙ（わいわい）ぷらざ（横手駅前） ◆相
談期間／８月26日（金）まで◆時間／午前９時30
分～午後４時30分※期間中は無休◆問合せ／デ
ジサポ秋田 　018-803-1100

２

市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

　

今
年
も
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〝
横
手
わ

か
杉
カ
ッ
プ
〞
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
場
チ
ー
ム
は
春
の
高
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体

な
ど
に
出
場
し
て
い
る
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
。
強
豪
チ
ー
ム
に

よ
る
白
熱
し
た
プ
レ
ー
に
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
７
月
28
日
か
ら

５
日
間
、
横
手
市
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
す
。
わ
か
杉
カ
ッ
プ
と
と
も
に
地

元
・
雄
物
川
高
校
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◆
出
場
予
定
校

　

東
北
高
校
（
宮
城
県
）

　

相
馬
高
校
（
福
島
県
）

　

川
崎
橘
高
校
（
神
奈
川
県
）

　

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
静
岡
県
）

　

東
京
学
館
新
潟
高
校
（
新
潟
県
）

　

高
岡
第
一
高
校
（
富
山
県
）

　

市
立
尼
崎
高
校
（
兵
庫
県
）

　

宇
部
商
業
高
校
（
山
口
県
）

　

大
館
鳳
鳴
高
校
（
秋
田
県
）

　

雄
物
川
高
校
（
開
催
地
）

◆
大
会
日
程

　

７
月
８
日（
金
）／

　

午
前
９
時
〜
開
会
式

　

午
前
10
時
〜
予
選
リ
ー
グ

　

７
月
９
日（
土
）／

　

午
前
８
時
30
分
〜
予
選
リ
ー
グ
・     

  
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

　

７
月
10
日（
日
）／

　

午
前
８
時
〜
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

　

午
前
９
時
30
分
〜
順
位
決
定
戦

　

午
後
０
時
30
分
〜
表
彰
式　

※
今
大
会
に
は
、
横
手
市
と
友
好
都
市

　

の
関
係
に
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で

　

被
害
を
受
け
た
茨
城
県
那
珂
市
の
ス

　

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
招
待
す
る
こ
と
が

　

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
７
３

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
日　

７
月
８
日（
金
）〜
10
日（
日
）

場　

所　

雄
物
川
体
育
館　

入
場
無
料

耐震住宅住宅補助

　

小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
向
上

の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
し
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容
／
学
校
か
ら
の
依
頼

　

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

①
環
境
整
備
支
援
／
図
書
整
理
、

　

除
雪
、
遊
具
の
点
検
、
校
舎
等

　

の
補
修
、
校
内
外
の
美
化
な
ど

　

②
教
育
活
動
支
援
／
読
み
聞
か

　

せ
、
外
国
語
指
導
、
伝
統
芸
能

　

指
導
、
部
活
指
導
な
ど

　

③
在
宅
支
援
／
教
材
や
備
品
作

　

り
、
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
、

　

ベ
ル
マ
ー
ク
・
ア
ル
ミ
缶
集
め

　

な
ど

◆
登
録
期
間
／
１
年
間
。
辞
退
の

　

申
し
出
が
な
い
限
り
自
動
更
新

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
で
高
校

　

生
以
上
の
方
（
免
許
・
資
格
の

　

有
無
は
問
わ
ず
）

◆
応
募
方
法
／
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
か

　

ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
５
４

　
　

３
２
‐
４
０
３
４

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
納
付

を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
が
未
納
の
場
合
、

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
せ

ず
、
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
免
除
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
収
入
に
よ
っ
て
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
若
年
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
の
収
入
に
よ
っ
て
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法
／
各
地
域
局
年
金
担

　

当
窓
口
に
、
年
金
手
帳
と
印
鑑

　

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

　

い
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
６
ま
た
は
、

　

各
地
域
局
年
金
担
当

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
７
月
１
日
よ
り
平
成
23
年
度
受
付
開
始
〜

　

市
は
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
個
人
の
木

造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
と
耐

震
改
修
を
行
う
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
補
助
対
象
条
件
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
補
助
金

　

建
物
の
形
状
や
壁
の
配
置
に
つ

い
て
、
設
計
図
書
な
ど
を
基
に
建

築
物
の
倒
壊
の
危
険
性
を
調
査
す

る
耐
震
診
断
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
申
請
前
に
調
査

の
契
約
を
し
た
り
、
調
査
を
始
め

た
り
し
た
場
合
は
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間
／
７
月
１
日（
金
）〜

　

12
月
28
日（
水
）

◆
補
助
金
／
診
断
費
用
の
３
分
の

　

２
以
内（
限
度
額
３
万
円
）

耐
震
改
修
補
助
金

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
を
補
強
す
る
耐
震
改
修
工

事
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
申
請
前
に
契
約
を
し
た
り
、

工
事
を
始
め
た
り
し
た
場
合
は
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間
／
７
月
１
日（
金
）〜

　

12
月
28
日（
水
）

◆
補
助
金
／
工
事
費
用
の
23
％
以

　

内（
限
度
額
30
万
円
）

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４

　
　

３
２
‐
４
０
２
９

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
金
と
耐
震
改
修
補
助
金

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
６
月
20
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数
／
４
４
８
件

◆
補
助
決
定
額
／
３
，
７
７
１
万

　

９
千
円
（
１
件
当
た
り
平
均
補

　

助
金
額
８
万
４
千
円
）

◆
補
助
金
残
額
／
６
，
２
２
８
万

　

１
千
円

    
  

※
５
月
よ
り
、
建
築
住
宅
課
は

　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
２
階
に
移

　

転
し
ま
し
た
の
で
、
申
請
の
際

　

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
の
状
況
報
告

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
り
、

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
、
積
極
的
な
勧
奨
が
差
し
控
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
新
た

な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
現
在

は
予
防
接
種
を
通
常
ど
お
り
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
７
年
度
か
ら

18
年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
、
予
防

接
種
の
機
会
を
逃
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手

帳
な
ど
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
が
必
要
な
方
へ
は
、

市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

◆
接
種
場
所
／
協
力
医
療
機
関

◆
接
種
費
用
／
無
料

◆
標
準
的
な
接
種
年
齢
／

　
【
１
期
接
種
】全
３
回
、
３
歳
で

　

２
回
、
４
歳
で
１
回

　
【
２
期
接
種
】全
１
回
、
９
歳
以

　

上
13
歳
未
満
で
１
回

※
必
ず
予
診
票
と
母
子
手
帳
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
健

　

康
推
進
課
ま
た
は
各
地
域
局
保

　

健
福
祉
担
当
に
備
え
付
け
て
い

　

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　shogaigakushu@city.yokote.lg.jp

け
い

 
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ 

開
催
!!

〝
　
　
　
　
　
　
　
　
〞
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

産業支援

 

公　売

成人式

地　域
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄
横　手

出発時間
９時10分
９時10分
９時00分
９時00分
９時20分
９時10分
９時20分

送迎バス出発（集合）場所
増田生涯学習センター前
平鹿生涯学習センター前
雄物川コミュニティセンター前
大森地域局前
十文字生涯学習センター前
鶴ケ池荘前
大雄地域局前

送迎バスは運行しません

　

横
手
市
も
の
づ
く
り
創
造
支
援

事
業
を
募
集
し
、
地
域
企
業
を
応

援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
中
小
企
業
、
ま   

  

た
は
市
内
中
小
企
業
を
含
む
企

　

業
連
携
す
る
団
体

◆
対
象
業
種
／
製
造
業
お
よ
び
情

　

報
サ
ー
ビ
ス
業

【
事
業
１
】ア
ド
バ
イ
ザ
ー
導
入
等

支
援
事
業

　

技
術
や
経
営
戦
略
な
ど
企
業
の

課
題
解
決
の
た
め
、
専
門
家
の
受

け
入
れ
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
経
費
／
専
門
家
の
謝
金
と

　

移
動
に
要
す
る
経
費
の
一
部

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
10
分
の

　

10
以
内
（
上
限
60
万
円
）

【
事
業
２
】産
学
連
携
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
事
業

　

主
に
市
内
で
研
究
を
行
う
国
内

外
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
な
ど

と
共
同
研
究
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
経
費
／
指
導
料
、
施
設
利

　

用
料
、
外
注
費
な
ど

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
50
万
円
）

【
事
業
３
】も
の
づ
く
り
販
路
拡
大

支
援
事
業

　

自
社
開
発
商
品
の
商
談
を
目
的

と
し
た
国
内
外
の
大
規
模
展
示
会
、

見
本
市
へ
の
出
展
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
経
費
／
出
展
料
、
装
飾
、

　

工
事
費
な
ど

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内（
上
限
50
万
円
）

◆
事
業
１
〜
３
の
申
込
期
限
／　

　

８
月
12
日（
金
）

　

商
工
業
支
援
と
し
て
の
補
助
金

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

横

①
横
手
市
魅
力
あ
る
お
店
づ
く
り

　

支
援
事
業
補
助
金

　

お
店
の
魅
力
づ
く
り
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
中
小
商

業
者
等
が
実
施
す
る
店
舗
づ
く
り

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
個
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る

　

事
業
所
を
有
す
る
法
人
等

◆
対
象
経
費
／
店
舗
内
外
の
改
築

　

等
お
よ
び
こ
れ
ら
と
一
体
と
し

　

て
整
備
す
る
設
備
、
備
品
等
に

　

か
か
る
経
費

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
50
万
円
）

②
商
い
賑
わ
い
創
出
事
業
補
助
金

　

商
業
活
性
化
の
た
め
に
商
店
街

等
が
商
業
と
結
び
つ
い
た
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
す
る
場
合
に
補
助
し

ま
す
。

◆
対
象
者
／
商
工
会
議
所
、
商
工

　

会
、
商
店
街
振
興
組
合
、
商
店

　

街
（
会
）
団
体
、
事
業
者
グ
ル

　

ー
プ（
３
店
以
上
）、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
等

◆
対
象
経
費
／
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

　

催
す
る
際
に
か
か
る
経
費

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
30
万
円
） 

④ 

③
商
い
賑
わ
い
エ
キ
ス
パ
ー
ト（
名

　

人
）育
成
事
業
補
助
金

　

商
店
街
等
の
事
業
者
の
資
質
向

上
、
商
店
の
魅
力
向
上
を
図
る
事

業
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
商
工
会
議
所
、
商
工

　

会
、
商
店
街
振
興
組
合
、
商
店

　

街
（
会
）
団
体
、
事
業
者
グ
ル

　

ー
プ（
３
店
以
上
）、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
等

◆
対
象
経
費
／
研
修
会
・
勉
強
会
・

　

調
査
研
究
事
業
な
ど
に
か
か
る

　

経
費

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
20
万
円
）

◆
①
〜
③
事
業
の
申
込
期
間
／　

　

７
月
13
日（
水
）〜
８
月
12
日（
金
）

④
横
手
市
起
業
・
創
業
支
援
事
業

　

費
補
助
金

　

商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
活
用

し
新
た
に
起
業
・
創
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
商
店
街
の
誘
客
、

集
客
に
結
び
つ
き
、
地
域
の
活
性

化
、
賑
わ
い
に
つ
な
が
る
事
業
に

対
し
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
個
人
・
法
人
な
ど

◆
対
象
経
費
／
空
き
店
舗
の
賃
貸

　

料
、
設
備
費
、
事
業
に
要
す
る

　

作
業
機
械
、
車
両
な
ど
の
機
械

　

等
備
品
費
、
駐
車
場
な
ど
の
外

　

構
工
事
（
不
動
産
取
得
費
は
除

　

く
）
、
広
告
宣
伝
費

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
30
万
円
）

⑤
横
手
市
農
商
工
連
携
調
査
事
業

　

補
助
金

　

横
手
市
に
お
け
る
農
商
工
連
携

の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
２
事

業
者
以
上
で
連
携
す
る
団
体
を
対

象
に
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件
／
市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
中
小
企
業
者
と
農
林
業
者

　

等
が
連
携
し
て
事
業
化
に
向
け

　

た
実
行
性
を
調
査
す
る
こ
と

◆
対
象
経
費
／
事
業
化
に
向
け
た

　

調
査
に
か
か
る
経
費
（
専
門
家

　

謝
金
、旅
費
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　

調
査
費
、
委
託
費
な
ど
）

◆
補
助
率
／
対
象
経
費
の
２
分
の

　

１
以
内（
上
限
50
万
円
）

◆
④
⑤
事
業
は
随
時
受
け
付
け
し

　

ま
す　

◆
全
事
業
留
意
点
／
全
事
業
の
補

　

助
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
等

　

の
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算

　

の
範
囲
内
で
可
否
を
決
定
し
ま

　

す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
２
‐
２
１
１
５

横
手
の
産
業
活
性
化
の
た
め
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

                     

〜
商
工
業
補
助
金
２
次
募
集
〜

市営住宅

①公営住宅
名　　称

南朝日が丘住宅
セカンド住宅
下川原団地
増田新町団地
月山団地
五十田団地
市営西野住宅
市営西野団地住宅２号棟
上掵住宅
大谷地団地

築年度
Ｓ60
Ｈ１
Ｓ61
Ｓ63
Ｈ７
Ｈ９
Ｈ１
Ｈ８
Ｓ46～
Ｓ53

間取り
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ～
３ＤＫ

家賃（円）
13,800～
16,100～
13,300～
14,000～
20,300～
24,400～
20,300～
26,400～
 7,300～
12,100～

はば

建築様式
　　　３階建ての３階
　　　３階建ての３階
　　　木造平屋
　　　木造平屋
　　　木造平屋
　　　木造平屋
　　　木造２階
　　　３階建ての３階
　　　２階建て（集合）
　　　２階建て（集合）

募集戸数
１
１
１
１
１
２
１
１
４
１

③定住促進住宅

 
名　　称

南相野々住宅
築年度
Ｈ17

間取り
１ＬＤＫ～

家賃（円）
29,000～

募集戸数
３

地域名
山　内

建築様式
木造２階、２階建ての１階・２階

②特定公共賃貸住宅

 
名　　称

田町団地
特定西野住宅

築年度
Ｈ15
Ｈ10

間取り
２ＬＤＫ
１ＬＤＫ

家賃（円）
50,600～
31,100～

募集戸数
1
1

地域名
増　田
大　森

建築様式
　　　木造平屋
　　　３階建ての２階

　
◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
に
定

　

め
る
入
居
資
格
を
お
持
ち
の
方

　

で
す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課

　

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き

　

ま
す
。
な
お
、
家
賃
は
所
得
額

　

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

※
暴
力
団
員
（
同
居
を
含
む
）

　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
窓

　

口
ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設

　

課
で
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談

　

を
行
い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要

　

書
類
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
７
月
４
日（
月
）〜   

　

12
日（
火
）

◆
抽
選
会
／
７
月
27
日（
水
）の
予

　

定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　

連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
予
定
／
８
月
中
旬

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　

土
・
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

〜
申
し
込
み
は
７
月
12
日
ま
で
〜　

地域名

横  手

増　田

大　森

十文字
大　雄

平　鹿

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 
○後期高齢者医療保険料１期

　納期限は８月１日です

◆市税等の納付は便利・安心・
　確実な口座振替で！
◆市財務部納税課（横手庁舎）
　　32-2518

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 
○後期高齢者医療保険料１期

　納期限は８月１日です

◆市税等の納付は便利・安心・
　確実な口座振替で！
◆市財務部納税課（横手庁舎）
　　32-2518

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

４
11
18
25

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

８月 -August-

ご　み

ご
み
収
集
車
か
ら
火
災
発
生

　

十
文
字
地
域
内
で
、
不
燃
ご
み

に
出
さ
れ
た
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
で
、

収
集
車
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
ご
み
の
出
し
方
に
は
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ラ
イ
タ
ー
の
捨
て
方
／
①
ガ
ス

を
完
全
に
抜
く
②
透
明
な
袋
に
入

れ
る
③
不
燃
ご
み
と
し
て
出
す

ご
み
は
自
分
の
町
内
会
の
集
積
所
へ

　

通
勤
途
中
な
ど
に
、
ほ
か
の
集

積
所
に
ご
み
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
町
内
会

の
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。　

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
８
４

ご
み
の
出
し
方
に
注
意
！

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
し
て
、

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時
／
８
月
15
日（
月
）午
前
10

　

時
〜
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受

　

付
開
始
）

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
対
象
者
／
平
成
２
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
か

　

ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
５
４

＊
駐
車
場
は
駐
車
台
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
送
迎
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
横
手
市
成
人
式

を
開
催
し
ま
す　

　

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押

え
た
財
産
を
、
入
札
に
よ
り
売
却

（
公
売
）し
ま
す
。

◆
公
売
不
動
産
／

　

土
地
▽
所
在
／
横
手
市
中
央
町

　

２
７
４
番
１
ほ
か
２
筆
▽
総
面

　

積
／
４
２
４
・
70
㎡
▽
地
目
／

　

宅
地　

　

建
物
▽
所
在
／
横
手
市
中
央
町

　

２
７
４
番
地
▽
用
途
／
居
宅
兼

　

店
舗
▽
建
築
年
／
平
成
８
年
▽

　

面
積
／
１
階
２
４
４
・
49
㎡
、

　

２
階
85
・
90
㎡
▽
構
造
／
木
造

　

亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
２
階
建

◆
最
低
売
却
価
格
／
７
６
０
万
円

　
（
土
地
・
建
物
一
括
）

◆
公
売
保
証
金
／
80
万
円

◆
入
札
資
格
／
横
手
市
税
に
滞
納

　

の
な
い
方
等

◆
入
札
日
時
／
７
月
22
日(

金)

午

　

前
10
時
30
分
〜
※
入
札
説
明
午

　

前
10
時
10
分
〜

◆
入
札
会
場
／
横
手
庁
舎
２
階
第

　

２
会
議
室

◆
下
見
会
／
７
月
８
日(

金)

午
後

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
納
税
課
（
横
手
庁
舎

　

内
）　

３
２
‐
２
５
１
８

差
押
え
し
た
財
産
を
公
売
し

ま
す
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農　業

教　育

横手明峰中学校校章

　秋田大学の池村好道・教育文化学部長を講師に
迎え、自治基本条例に関する公開講座を開催しま
す。自治の理念やまちづくりのあり方、市民協働・
情報公開等、基礎から学べる貴重な機会ですので、
ぜひご参加ください。
◆日  時／７月９日（土）午後１時30分～３時30分
◆場　所／Ｙ（わいわい）ぷらざ（横手駅前）
◆参加費／無料
◆問合せ／市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）
　　35-2164 　33-6061
　　 kikaku@city.yokote.lg.jp

自治基本条例公開講座を開催します自治基本条例公開講座を開催します◆ＹＯＫＯＴＥ音ＦＥＳＴＩＶＡＬをＦＭで紹介
　横手かまくらＦＭ（77.4ＭＨｚ）で、８月21日に開催
される音楽イベント『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ』
の番組が放送されています。
　毎週金曜日（７月は８日から）午後９時に放送される
７７４ＴＩＭＥ内のコーナー『ＹＯＫＯＴＥ音ＳＴＯＲＹ』
は音フェスに関わる魅力的なゲストを迎えたトーク番組
です。過去に放送した分は動画配信しています。
　配信先http://twitcasting.tv/yokoteotofess

▼音フェスの出演者が決定しました。ビックバンドやゴ
　スペル、ロックなど、さまざまな音楽が横手の街に奏
　でられます。今後は出演者の情報をお知らせします。
▼ホームページＵＲＬ　http://yokote.co.jp/oto/

音フェス
ＮＡＶＩ

音楽で
横手を笑顔に

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／７月26日(火)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／７月21日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033,1034）

２

るな な よ

秋
田
県
種
苗
交
換
会『
農
工
商
フ
ェ
ア
』出
展
者
募
集

　
第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換

会
が
10
月
29
日
か
ら
11
月
４
日
ま

で
横
手
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
中
に
行
う
『
農
工
商
フ
ェ

ア
』
へ
の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
横
手
市
に
居
住
ま

　

た
は
横
手
市
で
営
業
し
て
い
る

　

商
工
業
者
あ
る
い
は
農
業
者
で
、

　

全
７
日
間
出
展
で
き
る
方

◆
募
集
小
間
数
／
実
行
委
員
会
が

　

設
営
し
た
テ
ン
ト
内
50
小
間
程

　

度
、
広
さ
２
ｍ
×
３
ｍ
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
出
展
場
所
／
横
手
体
育
館
向
か

　

い
駐
車
場
の
予
定
（
協
賛
第
１

　

会
場
）

◆
応
募
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
協
賛

　

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

　

込
用
紙
は
協
賛
事
業
実
行
委
員

　

会
事
務
局
、
横
手
商
工
会
議
所
、

　

よ
こ
て
市
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
秋
田

　

ふ
る
さ
と
本
支
店
、
Ｊ
Ａ
お
も

　

の
が
わ
本
店
に
備
え
付
け
て
い

　

ま
す
。

◆
募
集
期
間
／
平
成
23
年
７
月
４

　

日（
月
）〜
７
月
29
日(

金
）必
着

◆
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　

日
を
除
く
）
電
話
で
の
受
け
付

　

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
出
展
費
用
等
の
詳
細
は
、
実

　

行
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
横
手

　

市
協
賛
事
業
実
行
委
員
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

〒
０
１
３
‐
８
５
０
２

  

横
手
市
旭
川
一
丁
目
３
番
41
号    

  

第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換

　

会
横
手
市
協
賛
事
業
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
県
平
鹿
地
域
振
興

　

局
内
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ホームページ http://www.syoku-yokote.com/shubyo/

　

佐
々
木
里
樹
さ
ん
（
大
森
中
学

校
）
、
戸
巻
綾
音
さ
ん
（
大
雄
中

学
校
）
、
加
藤
日
奈
子
さ
ん
（
雄

物
川
中
学
校
）
の
３
作
品
を
校
章

選
考
会
で
選
定
し
、
そ
の
作
品
を

基
に
開
校
準
備
委
員
会
で
決
定
し

ま
し
た
。

校
章
に
込
め
ら
れ
た
意
味

　

曲
線
は
、
明
峰（
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）

の
頭
文
字
Ｍ
と
校
舎
か
ら
見
渡
す

山
々
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
左
下
に
は

豊
か
に
実
る
稲
穂
を
、
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
の
下
の
３
本
線
で
雄
物
川
の
流

れ
を
表
現
し
ま
し
た
。
全
体
的
に

３
の
数
を
基
本
と
し
、
統
合
す
る

雄
物
川
中
学
校
、
大
森
中
学
校
、

大
雄
中
学
校
を
表
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
学
校
統
合
推
進

　

課
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
４
５

横
手
明
峰
中
学
校
の
校
章
が

決
ま
り
ま
し
た

 

市政情報便市役所からのお知らせ 

よこて　ふれあい便り～第１回～

介護保険・高齢福祉の広場

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

『
自
治
基
本
条
例
』の
制
定
に
向
け
て

石
山
米
男
議
長
の
逝
去
に
あ
た
り

市
長
コ
ラ
ム
 

①

市
長
コ
ラ
ム
 

①1515

い

ど

む

い

ど

む

　　

横
手
市
議
会
議
長
の
石
山
米
男
氏
が
、

６
月
11
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の

皆
様
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

故
・
石
山
議
長
と
の
お
付
き
合
い
は
、

旧
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
時
代
か

ら
で
、
当
時
は
旧
増
田
町
長
と
旧
横
手
市

長
と
い
う
間
柄
で
し
た
。
と
も
に
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
熱
い
議
論
を

交
わ
し
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政
治
手
腕

を
思
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
横
手
市
を
支
え

る
大
き
な
柱
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
思

い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
、
こ
れ
か
ら
の
横
手
市
を
よ
り
良

く
し
て
い
こ
う
と
、
市
議
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
具
体
的
な
検
討
を
始
め
た
ば
か

り
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
自
治

基
本
条
例
』
と
『
議
会
基
本
条
例
』
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
２
つ

の
条
例
は
、
市
民
と
議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
責
任
を
明
文
化
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
政
参
加
の
仕
組
み
や
市
政
運

営
の
基
本
原
則
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
言
う
と
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と

の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
地
方
分
権
が

進
む
中
で
、
〝
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
の
課
題
は
、
自
分
た
ち
で
主
体
的

に
話
し
合
っ
て
決
め
る
〞
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
市
の
重
要
な
施
策
を
決
め
る
際
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
ル
ー
ル
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

条
例
と
い
う
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
平
成
24
年
度
中
の

制
定
を
目
指
し
、
す
で
に
検
討
会
の
発
足

な
ど
に
着
手
し
て
お
り
、
並
行
し
て
議
会

基
本
条
例
の
制
定
を
見
据
え
て
市
議
会
と

の
意
見
交
換
な
ど
も
始
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
条
例
の
た
た
き
台
と
な
る
素
案

づ
く
り
を
進
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
７
月
９
日
に
は
専
門
家
に
よ
る
公

開
講
座
（
詳
し
く
は
14
㌻
）
も
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
「
自
治
基
本
条

例
と
は
何
か
？
」
「
自
治
基
本
条
例
に
よ

っ
て
何
が
変
わ
る
の
か
？
」
を
学
習
し
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
っ
た
故
・
石
山
議
長
の
ご
指
導
や

お
力
添
え
を
い
た
だ
け
な
い
こ
と
は
誠
に

残
念
で
す
が
、
そ
の
熱
い
想
い
を
受
け
継

ぎ
、
市
民
に
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
行

政
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆高齢者を支える新しい計画をつくっています。
　平成12年、介護を社会全体で支える仕組みとして介護保険制度が始まりました。これまで、デイサービスや
ショートステイなど、たくさんの介護サービスが普及しましたが、医療保険と違い「自分は使うことがない」
というイメージをもたれがちです。特に、身近に介護保険を使ったことのある人がいない場合は、必要性をな
かなか実感しにくいのかもしれません。

では、どのぐらいの人が介護サービスを使っているのでしょうか？
　平成23年３月末現在、横手市には65歳以上の人が
30,702人います。その中で、何らかの介護サービス
を使うための認定（要介護認定）を受けている人は
6,402人で、75歳以上の人口が増えるにつれて、要介
護認定を受けている人数が増えています（図１）。特
に75歳以上では、18,082人のうち5,859人と約３人に
１人が要介護認定を受けていることになります。
　男性で79.59歳、女性で86.44歳という日本人の平
均寿命を考えると、家族を含めて介護保険や高齢者
福祉事業に、何らかの関わりを持つ可能性が高くな
るかもしれません。
　市では、高齢者の暮らしを支えるため３年ごとの計画（介護保険事業計画・高齢者福祉計画）を立てていま
す。今年度はその見直しをしています。５月27日には、市民や有識者などで構成される介護保険運営協議会が
開かれ、次の３年間（平成24～26年度）へ向けた検討を始めました。
　『よこて・ふれあい便り』では、高齢者福祉の現状や課題、検討内容などをご紹介するとともに、市民の皆
さんからのご意見を募集しています。

●問合せ 市健康福祉部高齢ふれあい課 　35-2134

平成21年3月末 平成22年3月末 平成23年3月末

【図１】高齢者数（被保険者数）と要介護認定を受けた人数

認定を受けた人数 65～74歳 75歳以上 
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果
樹
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
で
は
、

市
や
農
協
等
と
連
携
し
、
豪
雪

で
被
害
を
受
け
た
果
樹
農
家
を

対
象
に
経
営
状
況
や
樹
園
地
の

実
態
を
調
査
し
ま
す
。
今
後
の

支
援
策
や
産
地
再
生
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

県
平
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 介護保険・福祉の広場／市長コラム



　６月22日、秋田県南部男女共同参画センター主催の
『オトコの介護教室』が開催されました。
　講義を行ったＮＰＯ法人『県南介護サポートかがやき
ネット』の谷川都子さんは、認知症の初期症状や特有の
法則について説明し、「認知症の人に対しても健康な人
と同じように心地よさのある接し方をしてほしい」と説
きました。また、認知症の方がいる家庭の様子を寸劇で
披露し、物忘れや徘徊などを例に挙げ、よい接し方と悪
い接し方について具体的に学びました。

Topics

 （横手）

大きくなった姿を見せてね
■鮎の稚魚放流（横手）

鮎の成長を祈りながら７万匹の稚魚を放流

　６月12日、横手川漁業協同組合と横手川水辺のふれあ
いフェスタ実行委員会の主催による鮎の稚魚放流が行わ
れました。
　放流場所の新旭川橋付近には、約80人の参加者が集ま
り、持ち寄ったバケツに体長約10cmに成長した稚魚を移
し変え、大きくなった姿を思い描きながら一斉に川へと
流しました。放流を終えた朝倉小学校１年の半田日向さ
んは、「鮎が元気に泳いでいく姿を見て楽しかった」と
うれしそうに話してくれました。

（平鹿）

う～ｍｙ味噌を作ってみそ！

　昨年、大好評を博した『手前味噌作り教室』が、６月
５日、旭ふれあい館を会場に開催されました。
　はじめに、教室を主催したよこて発酵文化研究所の佐
藤譲治・醸造発酵部会長が「自分の味噌が一番だという
ように頑張ってほしい」とあいさつ。37組の参加者は、
作業手順などの説明を受けた後、大豆をつぶしたり、塩
や麹を混ぜ込んだりして愛情の込もったオリジナルの味
噌を仕込みました。秋には、塩分控えめで甘みの強いお
いしい味噌が完成する予定です。

■手前味噌作り教室

地元の水や麹を使ってオリジナルの味噌作り

■『代かき』ドッジボール（横手）

泥んこになってドッジボール対決

ボクらの足で代かきだ！

　６月８日、旭小学校の５年生58人が、ドッジボールを
しながら田んぼの代かきをしました。
　児童たちは、泥で全身真っ黒になりながら熱戦を繰り
広げ、田んぼには元気な声が響き渡っていました。約１
時間の試合が終了し、勝った組の菊池明日翔さんは「い
つものドッジボールと違って楽しかった。逃げにくかっ
たけど勝つことができてよかった」と話し、一方負けた
組の藤谷由佳さんは「ヌルヌルして気持ち悪かった。負
けて残念」と悔しさをにじませていました。

笑いを交え、寸劇でわかりやすく接し方を紹介

■よこてジャリ銭バトル寄席

ステージ上でコントを披露するアマチュア芸人の皆さん

多彩な〝芸〟が会場を笑いに包む

　６月18日、Ｙ（わいわい）ぷらざで、よこてジャリ銭
バトル寄席が行われ、約150人の観客が詰め掛けました。
　出演者は市内を中心に７組と、寄席を企画した実行委
員が地域おこしの先進地として視察した新潟県から招待
した５組の合計12組。漫談、腹話術、マジック、ダンス
などの芸が次々に披露され、会場は終始笑いに包まれま
した。観客は〝ジャリ銭バトル寄席〟の名前のとおり、
気に入った芸に対し、その都度お金を『投げ銭袋』に入
れる新しい笑いの催しを楽しんでいました。

 

認知症の方との接し方を学ぶ
■オトコの介護教室（横手）

  ６月19日、横手市民会館で、ＮＰＯ法人ヒューマニ
ティコミュニケーションが毎週行っている「自然を愛
する皆さんの集い」の200回記念公演「我が郷土 四季
の讃歌」が行われました。ステージは４部構成で、40
の団体・個人による歌や楽器の演奏、絵・写真のスク
リーン上映などに観客たちは見入っていました。

  17年、毎週続けて200回！

地域で育てる〝市民の憩いの場所〟

　６月12日、県道横手大森大内線沿いにあるたいゆう緑
花園で、花苗の定植作業が行われました。
　地域づくり事業のひとつとして、多くの市民に親しみ
を持ってもらおうと、昨年度から市民ボランティアの参
加を呼びかけていて、この日は大雄地域の住民を中心に
約70人が作業を行いました。例年どおりのマリーゴール
ド、サルビア、ベゴニアに加え、今年はジニアが仲間入
り。約４万株が植えられた〝市民の憩いの場所〟は、順
調にいけば８月には見頃を迎えます。　　

■たいゆう緑花園で花苗の定植（大雄）

早朝から地域住民など70人が花植え作業を行ったたいゆう緑花園

すごい人、みんなでおめでとう!

  ６月12日、平鹿町醍醐沖田自治会の『すごい人表彰
規程』に基づく初の表彰式が行われました。記念すべ
き第１号は、今年１月に100歳を迎えた柿﨑チネヨさ
ん。柿﨑幹夫自治会長は、「今後、長寿だけでなく、さ
まざまな分野で活躍する人を地域でお祝いして称えあ
い、明るいニュースを提供したい」と話していました。
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第94回東北植木盆栽市 （十文字）

  ６月12日から19日までの８日間、東北植木盆栽市が
道の駅十文字隣接地で開催されました。大正時代から
始まり94回目を迎えた盆栽市。丹精こめて育てられた
植木や盆栽などが出品されました。期間中は、市の開
催を待ちわびた愛好家や家族連れが数多く訪れ、気に
入った盆栽や花々を買い求めていました。

  十文字・睦合に完成した『特別養護老人ホーム・花
むつみ』の開設を記念して、６月14日に植樹の集いが
行われました。施設入居者14人と睦合保育所の子ども
たち31人が参加。桜の名所として地域の方々の〝憩い
の場〟となるように、ソメイヨシノやヤエザクラなど
22本の苗木を施設の周りに植樹しました。

   特養開設を記念して桜を植樹（十文字）

はいかい
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

法花堂アンジェリンさん
ほっけどうあんじぇりん（34歳・横手）

思えば
遠くへ
来たもんだ

高橋　加奈子さん
たかはし　かなこ（24歳・大森）

　

加
奈
子
さ
ん
は
、
盛
岡
市
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
専

門
学
校
を
卒
業
し
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
Ｊ

Ｕ
Ｎ
で
働
き
始
め
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
は
Ｊ
Ｕ
Ｎ
湯
沢
店
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。　

　
「
お
客
様
か
ら
〝
き
れ
い
に
な
っ
た
〞
と
笑
顔

で
感
謝
さ
れ
る
と
、と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
話
す
加
奈
子
さ
ん
。
営
業
時
間
が
終
わ
っ
て

か
ら
夜
遅
く
ま
で
カ
ッ
ト
の
練
習
を
し
た
り
、

休
日
に
講
習
会
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
「
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
、
一
日
も

早
く
立
派
な
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
る
こ
と

が
今
の
目
標
で
す
」
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

映
画
鑑
賞
で
す
。
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
も
興

味
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
、
誰
か
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　

両
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

将
来
の
た
め
に
、
専
門
学
校
へ
進
学
さ
せ
て
く

れ
た
こ
と
。
ま
た
、
今
で
も
私
の
支
え
に
な
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。高橋さんは、前回
の小沼さんからのご紹介です。

 

　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ン
さ
ん
の
祖
国
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
ご
主
人
と
結
婚

し
て
８
年
目
。
横
手
市
に
住
ん
で

10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
「
来
日

し
た
時
は
言
葉
も
分
か
ら
ず
、
寂

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
日
本
語

教
室
で
勉
強
し
、
真
剣
に
テ
レ
ビ

を
見
て
日
本
語
を
覚
え
ま
し
た
」

と
滑
ら
か
な
口
調
で
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　
「
市
に
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
い

ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
は
フ
ラ
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
て
、
月

に
２
〜
３
回
の
練
習
や
発
表
会
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
通
う
保
育

園
で
は
母
の
会
の
役
員
を
務
め
て

い
て
、
交
通
安
全
活
動
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
た
め
に
一
役

を
担
っ
て
い
ま
す
。
明
る
く
快
活

な
ア
ン
ジ
ェ
リ
ン
さ
ん
は
、
周
囲

に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
「
友
人
や
職
場
の
人
は
と
て
も
親

切
で
、
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
主
人
や
子
ど
も
た

ち
も
私
の
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
」

と
話
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
ほ
ほ
笑
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

 

 

フィリピン共和国
■首都　メトロ・マニラ
■人口　91,983千人
■面積　299,404km 
東南アジアに位置する共和
制国家。大小合わせて7,109
の島々から構成されている。
米やサトウキビ、ココナッツ
などの栽培が盛ん。

2

材料（４人分）
○サヤインゲン…200ｇ　○キャベツ…240ｇ　○シメジ
…80ｇ　○鶏ささみ…120ｇ　○ミニトマト…８ケ
【ネギ油】○ネギ（白い部分）…60g ○サラダ油…大さじ２ 
【ネギドレッシング】○しょうゆ…大さじ２　○酢…大さ
じ２　○砂糖…小さじ1/4  
作り方
①鶏ささみは茹でて、細く手でさいておく。
②５㍉角に切ったネギとサラダ油をフライパンできつね
　色になるまで熱し、ネギと油（ネギ油）を分けておく。
③サヤインゲン、キャベツ、シメジは茹で、食べやすい
　大きさに切る。
④しょうゆ、酢、砂糖と②のネギ油（大さじ２）をボール
　に入れ、泡立て器で混ぜてドレッシングを作る。
⑤①に②で炒めたネギと③を加え、④で和える。
⑥器に盛り、ミニトマトを添える。
◎今月の紹介者

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー 130.0kcal
タンパク質  10.1g
脂　　　質   6.6g
塩　    分   1.3g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 1 2

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

　ハウス栽培と露地栽培
で、６月から11月頃まで

ほほえみ直売所に出荷しています。
　茹でると鮮やかな緑色になり、
シャキシャキした食感が特徴のサ
ヤインゲンは、高血圧に効果のあ
るカリウムや抗酸化作用のあるβ
カロテンが豊富な野菜です。これ
から夏野菜の時期です、市内の直
売所に足を運んでみてください。
（ほほえみ直売所・渡部美和子さん・雄物川常野）

横手大森バウンドテニス
バウンドテニスクラブ

2

1

 

横手市食生活改善推進協議会
雄物川支部
伊藤惇子さん（雄物川・薄井）
　お好みで辛味をきかせても美味しい
です。ネギ油は弱火で時々かき混ぜな
がら熱し、油にネギの香りが移るよう
にするのがポイントです。サヤインゲ
ンは栄養を豊富に含む緑黄色野菜で、
夏バテの疲労回復に効果があります。

　通常のテニスコートの６分の１のスペースで楽
しめ、十分な運動量があるバウンドテニス。幅広
い年代の方から親しまれる生涯スポーツです。
　『横手大森バウンドテニス』は、平成３年に熊本
県で開催された全国スポーツレクリエーション大
会の出場者を、大森町で募集したことをきっかけ
に、バウンドテニスの楽しさを知ったメンバーが
集まり発足。現在の会員は11人で、県大会や11月
に行われる全国大会に向け、毎週月曜日の午後７
時30分から白山体育館で、練習に励んでいます。
　「室内競技なので、天候に関係なく１年中楽し
めます。大会でたくさんの方と知り合えるのも楽
しみのひとつです」と笑顔で話す会員の皆さん。
　会長の佐藤さんは「みんなで和気あいあいと活
動しています。初心者の方でも気軽に楽しめるス
ポーツですので、日頃の運動不足を私たちと一緒
に解消してみませんか」と話してくれました。
◆問合せ　大森生涯学習センター　26-4073

輪
ゆか
いだ

サヤインゲンの和風サラダ

　今月の食材　　　『サヤインゲン』



平成　 年市報よこて21 2011(       23　).7.1  No.138

情報～information～

市報よこて 20No.138  2011(       23　).7.1平成　 年

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ
　
　

胃
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
　

を
配
布
し
ま
す

　

市
が
行
う
胃
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
、
各
地
域
の
実
施
時
期

に
あ
わ
せ
て
送
付
し
ま
す
。
が
ん
検

診
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
！

◆
対
象
者
／
平
成
22
年
度
に
40
歳
・

　

50
歳
に
な
っ
た
方

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

若
者
の
就
職
相
談
を

　
　

受
け
付
け
ま
す

　

高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
若
年
者

で
、
職
に
就
け
ず
に
悩
ん
で
い
る
方

の
相
談
を
、
市
の
就
職
相
談
員
が
伺

い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝

　

日
・
年
末
年
始
除
く
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
※
要
予
約

◆
場
所
／
市
商
工
労
働
課
（
県
平
鹿

　

地
域
振
興
局
内
）

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　

働
課　

３
２
‐
２
１
１
５

　
　

ひ
と
り
親
の
方
対
象
の

　
　

調
理
師
試
験
対
応
講
習
会

◆
日
時
／
７
月
25
日(

月)

・
27
日(

水)

　

・
29
日(

金)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉

　

環
境
部
庁
舎

◆
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

　

３
，０
０
０
円
）

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
限
／
７
月
13
日（
水
）　　

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３

　
　

第
３
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　
『
簡
単
ヨ
ー
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
』

◆
日
時
／
７
月
19
日（
火)

午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分
（
受
付
は
午
前
９
時

　

40
分
〜
）

◆
場
所
／
十
文
字
西
公
民
館

◆
対
象
者
／
育
児
中
の
方
（
妊
娠
中

　

の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
持
ち
物
／
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

　

２
枚
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
託
児
／
あ
り

◆
申
込
期
限
／
７
月
14
日（
木
）　　

◆
申
込
み
／
十
文
字
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

５
５
‐
２
２
５
５

　
　

ゆ
か
た
の
着
付
け
教
室
を

　
　

開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
７
月
23
日（
土)

午
後
２
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
市
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
15
人

◆
申
込
開
始
／
７
月
７
日(

木)

午
前
９
時

◆
託
児
／
あ
り
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
３
９
９
５

　
　

え
が
お
の
丘

　
　

各
種
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

【
キ
ッ
ズ
水
泳
教
室
】

◆
日
時
／
７
月
26
日(

火)

〜
29
日(

金)

　

午
前
11
時
〜
11
時
45
分

◆
対
象
／
５
〜
６
歳
の
お
子
さ
ん

◆
申
込
開
始
／
７
月
16
日(

土)

【
短
期
水
泳
教
室
】

◆
日
時
／
①
８
月
２
日(

火)

〜
５
日

　

(

金)

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分
、

　

②
同
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分
、

　

③
８
月
９
日(

火)

〜
12
日(

金)

午

　

後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

◆
対
象
／
小
学
１
・
２
年
生
の
水
泳

　

初
心
者

◆
申
込
開
始
／
７
月
17
日(

日)

午
前

　

９
時
※
各
コ
ー
ス
先
着
20
人

【
共
通
事
項
】

◆
申
込
方
法
／
え
が
お
の
丘
フ
ロ
ン

　

ト
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
受
講
料
／
２
，５
０
０
円（
温
泉
入

　

浴
付
き
）

◆
申
込
み
／
え
が
お
の
丘

　
　

２
２
‐
２
２
２
１

　
　

第
２
回
あ
い
あ
い
☆
広
場

　
　
『
お
え
か
き
だ
い
ぼ
う
け
ん
！
』

　

壁
一
面
の
大
き
な
紙
に
楽
し
く
動

物
を
描
き
ま
し
ょ
う
。
水
彩
絵
の
具

や
ク
レ
ヨ
ン
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
９
日（
火)

午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と

　

そ
の
家
族
10
組

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
開
始
／
７
月
４
日(

月)

午
前
９
時

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

【
ワ
ー
ド
２
０
１
１
・
就
職
支
援
講
習
】

◆
日
時
／
７
月
14
日（
木
）〜
22
日(

金)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
・

　

祝
日
除
く

◆
場
所
／
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
定
員
／
10
人

【
地
域
活
性
化
の
た
め
の
着
地
型
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
】

◆
日
時
／
７
月
19
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分
〜
５
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

 　
　

自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会

　
　

を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
７
月
30
日（
土)

午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

information
情報

 

講　
座

講　
座

催　
し

催　
し

講　
座

催　
し

 

　
　

増
田
奉
納
盆
お
ど
り
を

　
　

開
催
し
ま
す

　

手
作
り
灯
篭
の
も
と
、
奉
納
盆
お

ど
り
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
へ

の
祈
り
を
込
め
て
踊
り
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
16
日（
土
）午
後
７
時

　

〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
増
田
小
学
校
二
本
杉
前

◆
問
合
せ
／
増
田
盆
お
ど
り
保
存
会

　

事
務
局　

４
５
‐
５
３
１
１

　
　

横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　

タ
ー
入
会
説
明
会

◆
日
時
／
７
月
21
日（
木
）午
後
２
時

　

〜
１
時
間
程
度
※
毎
月
随
時
開
催

◆
場
所
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー
本
部

◆
入
会
資
格
／
横
手
市
在
住
の
お
お

　

む
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
健
康
で

　

働
く
意
欲
が
あ
る
方

◆
問
合
せ
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー　

３
３
‐
６
８
４
０

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ス
ク
を
未
然

に
防
ぐ
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
18
日（
月
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分
、７
月
19
日(

火)

　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
定
員
／
各
日
30
人
※
誰
で
も
参
加
可

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
７
月
10
日（
日
）

◆
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
が
や
き

　

ネ
ッ
ト　

３
６
‐
０
０
６
８

　
　

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
『
金
太
と
虹
色
の
魚
』上
演

◆
日
時
／
７
月
18
日（
月
）午
後
１
時

　

30
分
〜
約
１
時
間

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
定
員
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護

　

者
４
０
０
人
※
入
場
無
料

◆
申
込
期
限
／
７
月
15
日（
金
）、託
児

　

の
申
し
込
み
は
７
月
８
日(

金
）

◆
問
合
せ
／
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課

　

０
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
５
７
２

　
　

就
職
対
策
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

　
　

参
加
者
募
集
中

　

39
歳
ま
で
の
就
職
活
動
中
の
方
を

対
象
に
、
①
話
し
方
講
座
、
②
女
性

の
た
め
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
14
日（
木
）①
午
前
９

　

時
30
分
〜
正
午
、②
午
後
１
時
30
分

　

〜
４
時

◆
定
員
／ 

①
15
人
、
②
10
人

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

　
　

０
１
８
‐
８
２
６
‐
１
７
３
５

　
　

国
際
教
養
大
学
公
開
講
座

　
　
　

　

国
際
教
養
大
学
教
員
と
学
生
に
よ

る
秋
田
の
観
光
政
策
へ
の
提
言
の
ほ

か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
横
手
の
魅
力
を
海
外
へ
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
方
法
を
考
え
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
16
日（
土
）午
後
２
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
入
場
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
国
際
教
養
大
学
企
画
課

　
　

０
１
８
‐
８
８
６
‐
５
９
０
４

　
　

秋
田
県
立
大
学

　
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
１

　

進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬
講
義
、

な
ど
開
催
し
ま
す
。
横
手
駅
か
ら
の

無
料
送
迎
バ
ス（
要
予
約
）あ
り
。

【
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
】

◆
日
時
／
７
月
16
日（
土
）午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学（
本
荘
）

　
　

０
１
８
４
‐
２
７
‐
２
０
０
０

【
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】

◆
日
時
／
７
月
17
日（
日
）午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
４
時
10
分

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学（
秋
田
）

　
　

０
１
８
‐
８
７
２
‐
１
５
０
０  

　
　

県
内
宿
泊
施
設
の
宿
泊
補
助

　
　

券
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
内
容
／
宿
泊
補
助
券
１
枚
で
１
人

　

５
，０
０
０
円
、同
行
者
は
２
人
ま

　

で
１
人
２
，０
０
０
円
の
補
助
。

◆
応
募
期
間
／
７
月
14
日(

木)

〜
25

　

日(

月)

◆
申
込
み
／(

社)

秋
田
県
観
光
連
盟

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
２
６
７

 

2

市内プールオープン情報市内プールオープン情報
●大鳥公園プール（問合せ／横手体育館　33-2102）
　　７月16日（土）～８月31日（水）
●大森プール（問合せ／大森プール　26-2107）
　　７月９日（土）～８月31日（水）
●十文字Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　（問合せ／十文字生涯学習センター　42-2067）
　　７月１日（金）～８月31日（水）
　※営業日・利用時間を確認の上、ご利用ください。

 
 

種類

 

 

受付時間

10：00～11：00

12：30～13：00

13：30～14：45

15：15～16：00

10：00～11：00

13：00～15：00

実　施　場　所

日発精密工業㈱横手工場

秋田渥美工業㈱

東北電力㈱横手営業所

創和建設㈱

山内生涯学習センター

全血

成分

 

山　内
７月19日(火)

 
横　手

７月12日(火)

 

月日・地域

 

相　
談

講　
座

講　
座

催　
し

講　
座

お
知

ら
せ

募　
集

講　
座

お
知

ら
せ

2

2

2

献血日程

情報～information～

お知らせのページ
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おくやみ＆善意 情報～information～

　
東日本大震災復興支援チャリティーコンサート
『日本の抒情をうたう』 ～照井咲枝・高津佳 他～
●日時／７月14日(木)午後７時開演 ●場所／かまくら館 
●入場料／2,000円  ●問合せ／照井さん 　32-6042
　
『星の観望会』～月光浴と夏の星座を楽しもう～
●日時／７月16日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第四駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997
　
自然を愛する皆さんの集い『200回公演に参加して』　
●日時／７月17日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／心に残った名場面特集　●参加費／800円(飲み
物、ケーキ付)※要予約　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
プリザーブドフラワー教室『フレームアレンジ』
●日時／７月20日(水)午後１時30分～ ●場所／あさくら
館　●参加費／2,800円（材料代）　●持ち物／はさみ ●
申込み／藤王さん 　090-7064-5602
　
ほろっとキッズ『チャレンジ！雄物川カヌーツーリング』
●期間／７月23日（土）～24日（日）　●場所／保呂羽山少
年自然の家、雄物川 ●対象／小学生（３年生以上）・中学
生とその保護者、先着20人 ●参加費／2,500円（宿泊・食
費・保険代） ●申込期限／７月13日（水） ●問合せ／ほろ
っとキッズ 高橋さん（沼館保育園） 　22-4511
　　
ワンディキャンプⅠ・Ⅱ・Ⅲ
　Ⅰでは『食』、Ⅱでは『遊び』、Ⅲでは『作り』をテーマにア
ウトドア活動を行います。
●日程／Ⅰは７月26日（火）、Ⅱは８月９日（火）、Ⅲは８月
17日（水）・18日(木） ●対象／Ⅰ～Ⅲの全てに参加できる
小学１年生～４年生 ※Ⅲはいずれか１日参加 ●定員／
先着20人 ●申込期限／７月19日（火） ●場所・問合せ／
保呂羽山少年自然の家 　26-6011
　

　
南部シルバーエリア『お盆料理教室』
●日時／７月24日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●申込開始／７月３
日(日) ●持ち物／エプロン、筆記用具 ●申込み／南部
シルバーエリア 　26-3880
　 　
ディンプルアート『ガラスの塗り絵教室』
●日時／７月７日(木)①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ（横手駅前）　●参加費／
2,000円～（材料代、飲み物） ●問合せ／一戸さん 　25-3560
　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／７月10日(日)午前10時～ ●場所／レストラン松美
（十文字町坂の下） ●参加費／1,200円（昼食、賞品、参加賞
付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
『モテ度アップのコミュニケーション講座』
●日時／７月10日（日）午後１時30分～５時 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ（横手駅前） ●参加費／1,000円 ●対象
／結婚を考えている独身の男女、各５人 ●問合せ／鈴木
さん 　090-4674-0310
　　　　
横手読書会７月例会『奮闘する横手のマーケティング』
●日時／７月12日(火)午後２時～ ●場所／女性センター 
●講師／市マーケティング推進課職員　●問合せ／横手
図書館 　32-2662
　
『公共事業に関わる政・官・業の癒着と談合構造を考える』
●日時／７月12日(火)午後７時～９時　●場所／十文字
文化センター ●参加費／100円（資料代） ●問合せ／十文
字車座の会 小川さん 　42-3853
　
ゆかた着付け〝無料〟講習会
　初めての方でも大丈夫。着付師が丁寧に指導します。
●日時／７月13日(水)午後６時30分～８時30分 ●場所／
秋田県南部男女共同参画センター ●持ち物／ゆかた、帯、
ひも（２～３本）、小物 ●申込み／高橋さん 　32-2949
　
『おらほの街の郷土史』講座
●日時／７月13日(水)午後１時30分～ ●場所／女性セン
ター ●演題／横手の神々の系譜 ●講師／日本民族学会
理事・斎藤寿胤氏 ●入場料／無料 ●問合せ／川越さん 
　32-0779
　

 

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せく
ださい。なお、内容や情報量などによって、ご希望に添えない場合もあ
ります。また、サークル等の会員募集は掲載できません。

じょ じょう

映画『エクレール・お菓子放浪記』
　震災前の宮城県石巻市を中心に撮影され
た『お菓子放浪記』。子どもに伝え、未来に
残したい、感動の物語を上映します。
※入場料の５％は震災復興に寄付されます
◆日　時／７月16日(土)、①10：00～
　　　　　②13：00～③16：00～④19：00～
◆場　所／かまくら館
◆料　金／大人1,000円（当日1,300円）、　  
          小中学生・高校生800円（当日のみ）
◆チケット／かまくら館、金喜書店、千田園、よねや（南店・
　　　　　　ハッピータウン店・双葉店・浅舞店）、秋田県南
　　　　　　部男女共同参画センター
◆問合せ／映画『エクレール お菓子放浪記』横手市上映
　　　　　実行委員会事務局 齊藤さん 　090-2848-0573

いちのへ

広告広告

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

※『休館日』と『診療所』の情報は、27ページに掲載しています。
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

日本国秋田県横手市

７７７
（5/16～6/15日到着分）
（5/16～6/15日到着分）
（5/16～6/15日到着分）

１１１
201120112011

ふれあい 語り合いふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
よ
り

た
よ
り出荷が始まったシシリアンルージュ（平鹿・醍醐地区）

出荷が始まったシシリアンルージュ（平鹿・醍醐地区）

出荷が始まったシシリアンルージュ（平鹿・醍醐地区）

読者の声

広告広告

　
「
心
は
見
え
な
い
け
れ
ど
心
づ

か
い
は
誰
に
も
見
え
る
。
思
い
は

見
え
な
い
け
れ
ど
思
い
や
り
は
誰

に
も
見
え
る
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
の
男

子
学
生
の
優
し
さ
か
ら
、
元
気
と

人
情
の
温
か
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
人
魂
は
ま
だ
、
脈
々
と
息
づ

い
て
い
ま
す
ね
。

（
長
坂
妙
子
さ
ん･

82
歳
・
増
田
）

　
陸
上
自
衛
隊
に
勤
め
る
息
子
が
、

３
月
11
日
、
仙
台
で
津
波
に
遭
い

な
が
ら
も
、
今
は
休
み
も
な
く
復

興
支
援
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
っ

て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
毎
日
、

『
身
体
に
気
を
つ
け
て
元
気
で
』

と
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
メ
ロ
マ
マ
さ
ん･

46
歳
・
雄
物
川
）

　
先
日
、
グ
リ
ー
ン
サ
レ
を
試
食

し
て
み
ま
し
た
。
塩
味
が
き
い
て

い
て
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食

感
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
と
き
は
調
理
法
が
わ
か
ら
ず

に
い
た
の
で
す
が
、
５
月
１
日
号

で
、
グ
リ
ー
ン
サ
レ
の
調
理
法
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
、

作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
農
薬
で
、
水
洗
い
し
な
く
て
も

い
い
の
が
と
て
も
気
に
入
り
ま
し

た
。
横
手
の
名
産
と
な
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
藤
川
容
子
さ
ん
・
63
歳
・
横
手
）

　
冬
の
大
雪
、
東
日
本
大
震
災
と

大
変
な
春
で
し
た
。
今
も
暑
か
っ

た
り
、
急
に
寒
く
な
っ
た
り
、
な

ん
と
な
く
変
な
年
で
す
ね
。
秋
田

県
で
、
地
震
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

（
伊
藤
チ
ヤ
子
さ
ん･

64
歳
・
大
森
）

　
津
波
の
被
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、

母
の
日
に
向
け
て
、
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
洗
っ
て
店
頭
で
販
売
し
て

い
る
、
名
取
市
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
農
家
の
Ｍ
さ
ん
と
い
う
方
を
、

テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
住
所
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
葉
書
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
Ｍ
さ
ん
よ
り
お
電
話
を

い
た
だ
き
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
届
い
た

花
は
、
つ
ぼ
み
も
多
く
、
長
い
間
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
被

災
地
か
ら
届
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
夢
み
る
お
ば
さ
ん
さ
ん
・
雄
物
川
）

　　
今
年
の
冬
は
、
孫
が
二
人
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
定
年
退
職
も
迎

え
、
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん･

59
歳･

十
文
字
）

　
横
手
高
校
の
野
球
部
の
皆
さ
ん

が
、
毎
日
す
れ
違
う
際
、
一
度
立

ち
止
ま
り
、
帽
子
を
外
し
て
挨
拶

し
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
挨
拶

っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、

練
習
中
で
も
き
ち
ん
と
挨
拶
し
て

く
れ
ま
す
。
す
ご
く
嬉
し
い
こ
と

で
す
よ
ね
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
今
年
も
練
習
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
ー
い
！

（
髙
橋
亜
希
子
さ
ん･

29
歳
・
横
手
）

　
第
35
回
県
南
小
中
学
校
剣
道
大

会
の
審
判
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
会
に
向
け
て
、
稽
古

を
積
ん
で
き
た
選
手
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
、
我
々
も
一
本
を
見
極
め

る
た
め
に
、
日
々
稽
古
を
通
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

試
合
を
拝
見
し
、
選
手
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

（
ル
ー
ト
66
さ
ん
・
53
歳
・
横
手
）

　
農
業
を
営
む
両
親
が
、
70
代
前

半
に
な
り
、
体
力
的
に
少
し
キ
ツ

イ
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な

の
で
す
が
、
来
年
か
ら
田
ん
ぼ
は

近
く
に
嫁
い
だ
妹
夫
婦
に
任
せ
、

畑
だ
け
自
分
た
ち
で
耕
す
予
定
と

の
こ
と
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

を
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

(

斉
藤
美
紀
子
さ
ん･

50
歳･

横
手)

　
横
手
に
来
て
、
早
一
年
。
自
然

と
人
情
の
融
合
都
市
・
横
手
！
日

本
の
四
季
と
人
の
深
い
つ
な
が
り

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
春
の
鮮
や

か
な
緑
、
夏
の
暑
さ
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
異
常
な
雪
…
。
冬
特
有
の
一

体
感
も
あ
り
ま
し
た
。
心
の
癒
し

が
、
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

(

お
で
む
ら
さ
ん･

32
歳･

横
手)

　
横
手
に
移
り
住
み
10
カ
月
。
初

め
て
『
田
植
え
』
を
見
ま
し
た
。

苗
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
私
に
と
っ
て

は
す
べ
て
初
体
験
で
と
て
も
新
鮮

で
し
た
。
家
の
前
の
大
き
な
田
ん

ぼ
で
は
、
田
植
え
前
、
毎
日
４
羽

の
カ
ル
ガ
モ
が
泳
い
で
い
た
り
、

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。

(
う
さ
ぎ
5
4
0
さ
ん･

28
歳･

横
手)

　
童
謡
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
を
、

よ
く
歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
ま
だ
一
羽
も
見
て
ま
せ
ん
。
悲

し
い
こ
と
だ
と
思
う
の
は
、
私
の

取
り
越
し
苦
労
で
し
ょ
う
か
。

(

藤
田
幸
子
さ
ん･

77
歳･

平
鹿)

　
大
雪
に
地
震
と
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か

と
突
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
今
年

の
上
半
期
で
し
た
。
改
め
て
何
げ

な
い
日
常
が
一
番
幸
せ
な
こ
と
と

感
じ
ら
れ
た
の
も
確
か
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
何
も
な
い
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

(

高
橋
雄
孝
さ
ん･

53
歳･

雄
物
川)

　
畑
に
植
え
て
い
た
イ
チ
ゴ
が
赤

く
な
り
、
孫
が
「
甘
く
て
お
い
し

い
」
と
採
り
な
が
ら
食
べ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
青
い
も
の
も
採
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
孫
と
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

(

ト
ー
マ
ス
さ
ん･

67
歳･

十
文
字)

　　
衣
替
え
の
６
月
に
な
り
ま
し
た
。

着
る
服
に
迷
う
、
今
日
こ
の
頃
。

う
ま
く
調
整
し
な
い
と
、
風
邪
を

ひ
い
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
き

っ
と
程
な
く
し
て
、
暑
い
暑
い
夏

が
来
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
少
し
肌

寒
い
か
ら
と
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を

羽
織
る
の
も
あ
と
数
日
で
し
ょ
う

か
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
夏
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。

(

Ｍ
・
Ｔ
さ
ん
・
58
歳･

横
手)

　
稲
も
す
く
す
く
成
長
し
、
夏
も

も
う
す
ぐ
で
す
。
大
雪
、
震
災
を

乗
り
越
え
て
、
ま
た
次
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、

節
電
し
な
が
ら
の
暑
さ
対
策
も
必

要
に
な
り
そ
う
で
す
。
季
節
の
変

わ
り
目
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

　『
市
報
よ
こ
て
』の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
て
、
た
よ
り
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
若
干
変
更
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

郷土の伝統食『笹巻』

発行号「７月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　７月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　秋田県南地方の伝統食
である笹巻は、もち米を
笹の葉に詰めておもちに
しただけの簡単なもので
すが、笹の香りときな粉
の風味が絶妙なふるさと
の味です。この笹巻を、真空パックにすることで、で
きたての風味のまま日持ちのする商品になりました。
　昔なつかしい味わいの笹巻１パック（５個入り）を
５名様にプレゼントします。

【提供】横手つけもの倶楽部 □36-1630（鈴木ハマ子代表）
※横手市農産物直売所 雪んこの里 あばだらけ、ＪＡ秋田ふるさと直売の
　会 安心畑（イオンスーパーセンター横手南店）で販売しています。

玉掛け作業
技能講習
玉掛け作業
技能講習

　毎日、朝・昼・夕方の３回、市から市民生活に密着
した行政情報やイベント情報などを『よこてタウンメ
ッセージ』のコーナーでお知らせしています。
　ぜひ〝横手かまくらエフエム〟をお聞きください。

日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から

放送時間（朝・昼・夕方の３回）
月曜日から金曜日
　・午前８時～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・正午～午後０時15分のうち、10分間
　・午後６時～６時10分
緊急情報は、随時対応して放送します緊急情報は、随時対応して放送します

よこてタウンメッセージ
 毎日放送中　　

よこてタウンメッセージ
 毎日放送中　　

市民に笑顔と安心を！
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稲葉　健さん（59歳・横手）
いなば　つよし
旧仁賀保町生まれ。地元の中学校を卒業した昭和43
年、神奈川県の厚木自動車部品(株)に入社。同社訓
練校、工機課を経て、同49年に同社秋田工場（現ユ
ニシアジェーケーシーステアリングシステム(株)秋
田工場）に異動。冶工具製作業務の傍ら、社内の改
善業務を積極的に推進する。平成11年、県優良技能
表彰。同14年、高度熟練技能者認定。同22年、機械
修理工として『現代の名工』を受賞。

幅広い技能と知識で業務改善

より早く、より楽に、より安全に。
生産ラインの改善に終わりはない。

　７月を迎え、今年も夏
がやって来ました。この
季節、市内で多くのスポ
ーツ大会が予定されてい
ます。小学生のスポ少の
大会や中学生の全県総体、
わか杉カップバレーボー
ル大会、そして北東北総
体（インターハイ）など
目白押しです。
　先日、市の中学生総体
の会場で「被災地のこと
を思うと、今スポーツが
できる環境に感謝します」
という選手宣誓を聞きま
した。周囲に感謝する生
徒の思いに触れることが
でき、うれしさを感じま
した。今後もスポーツに
携わる皆さんのご活躍を
期待しています。（伸）

　

鋭
い
視
線
の
先
に
並
ぶ
数
多
く
の
計
器
類
。
そ
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
、
広
大
な
自
動
車
部
品
工
場
に
電
気
や
動
力
を
送

る
心
臓
部
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
市
内
屈
指
の
規
模
を
誇

る
工
場
の
動
力
部
門
を
掌
握
す
る
の
が
、
昨
年
、
機
械
修
理

工
と
し
て
『
現
代
の
名
工
』
に
選
ば
れ
た
今
回
の
巧
だ
。

　

中
学
卒
業
後
、
集
団
就
職
で
厚
木
自
動
車
部
品
㈱
（
現
日

立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
工
場
）
に
入
社
。

社
内
訓
練
校
、
工
機
課
勤
務
を
経
て
、
昭
和
49
年
に
秋
田
工

場
（
現
ユ
ニ
シ
ア
ジ
ェ
ー
ケ
ー
シ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
㈱
秋
田
工
場
）
勤
務
と
な
る
。
以
来
、
15
年
に
わ
た
り
冶

工
具
の
製
作
と
改
善
業
務
に
従
事
。
自
ら
現
場
の
作
業
に
あ

た
り
な
が
ら
、
技
能
の
習
得
、
研
さ
ん
に
も
意
欲
的
に
取
り

組
み
、
そ
の
幅
広
い
技
能
と
知
識
を
活
か
し
て
、
生
産
ラ
イ

ン
の
合
理
化
や
設
備
の
自
動
化
な
ど
の
改
善
を
進
め
た
。

　

動
力
を
使
わ
な
い
小
型
洗
浄
機
の
開
発
や
生
産
設
備
の
設

計
・
製
作
、
プ
レ
ス
機
の
ド
ア
ー
起
動
化
な
ど
、
巧
が
残
し

た
数
多
く
の
実
績
は
、
自
身
が
機
械
加
工
や
溶
接
の
技
能
を

持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
。
現
場
の
声

を
し
っ
か
り
と
聞
き
入
れ
「
い
か
に
早
く
、
楽
に
、
安
全
に

仕
事
が
で
き
る
か
」
を
考
え
抜
い
た
当
時
の
改
善
技
術
は
、

改
良
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
現
在
も
同
工
場
の
生
産
効
率
や
品

質
の
向
上
を
支
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
巧
の
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
、
県
の
技
能
検
定

委
員
へ
の
委
嘱
や
職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
取
得
へ
と
つ
な

が
る
。
工
業
高
校
で
の
実
技
指
導
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

『
横
手
も
の
づ
く
り
塾
』
の
講
師
な
ど
、
会
社
の
内
外
を
問

わ
ず
後
進
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。
「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
後

輩
に
伝
え
、
第
二
の
〝
現
代
の
名
工
〞
を
誕
生
さ
せ
た
い
」

と
話
す
巧
の
目
に
は
、
直
向
き
さ
と
優
し
さ
が
宿
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
節
電
が
大
き
な
課
題
と
な
る

こ
の
夏
。
巧
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
が
、
工
場
の
動
力
制
御

に
い
か
ん
な
く
活
か
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

機械修理工Vol.68 巧
たくみ

あとがき
広報担当者のつぶやき

広告

地震に負けない横手

支え合おう東北

５月29日に南三陸町の志津川中学
校グラウンドで行われた『復興市』

横手図書館 ・・・・・・ 7月6・13日
増田図書館 ・・・・・・ 7月4・6・11日
平鹿図書館 ・・・・・・ 7月5・6・12日
雄物川図書館 ・・・・ 7月6・13日
大森図書館 ・・・・・・ 7月5・6・12日
十文字図書館 ・・・・ 7月6・13日
山内図書館 ・・・・・・ 7月2・3・9・10日
大雄図書館 ・・・・・・ 7月4・7・11・14日
雄物川郷土資料館　7月4・11日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 7月20日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 7月5・12日
えがおの丘 ・・・・・・ 7月4・11日
大森健康温泉 ・・・・ 7月4・11日
ゆとりおん大雄 ・・ 7月7日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 7月6・13日
　西・南部 ・・・・・・ 7月2・3・9・10・16・17日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 7月4・11日
南部シルバーエリア　7月4・11・19日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　7月6・13日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　7月6・13日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　7月11日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～14：30
山内診療所（内科）
　診 療 日　月曜～金曜（祝日を除く）
　診療時間　第1・3・5月曜、木曜
　　　　　　　8：30～12：00、14：00～17：30
　　　　　　第2・4月曜、火・水・金曜
　　　　　　　8：30～12：00
三又診療所（内科）
　診 療 日　7月5・12日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　7月7・14日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00（山内武道）

休館日 診療所

１ 　

３
月
11
日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
３
人
の
従
業
員
を

残
し
、
横
手
市
内
の
事
務
所
に
戻
っ

た
三
浦
勝
則
さ
ん
を
激
し
い
揺
れ
が

襲
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
仙
台
に
い
る
従
業
員
に
電
話
を

入
れ
、
全
員
の
無
事
を
確
認
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
電
話
も
通
じ
な
く
な

り
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
唯
一
の
通

信
手
段
と
な
っ
た
。

　
「
多
賀
城
の
ホ
テ
ル
に
向
か
う
」

と
の
メ
ー
ル
を
頼
り
に
、
三
浦
さ

ん
は
３
人
を
迎
え
に
行
く
こ
と
を

決
断
。
翌
12
日
、
車
で
多
賀
城
へ

と
向
か
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
の
５
㌔

ほ
ど
手
前
で
瓦
礫
に
阻
ま
れ
車
が

立
ち
往
生
。
そ
こ
か
ら
は
歩
い
て

ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
、
よ
う
や
く

従
業
員
た
ち
と
再
会
し
た
。

　

往
復
の
道
程
で
、
津
波
に
押
し

流
さ
れ
た
被
災
地
の
惨
状
を
目
の

当
た
り
に
し
た
三
浦
さ
ん
は
、
横

手
に
帰
る
と
す
ぐ
に
被
災
地
へ
の

支
援
活
動
に
目
を
向
け
る
。
自
身
も

津
波
で
会
社
の
車
を
失
っ
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
た
め
に
送
っ
た
横
手
や
き

そ
ば
用
の
食
材
が
被
災
地
の
近
く
に

保
管
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
阪
神
淡
路
な
ど
の
大
震
災

の
事
情
を
知
る
知
人
か
ら
「
３
カ
月

後
、
半
年
後
に
、
今
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
本
当
の
支
援

に
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
る
。

震
災
直
後
は
地
域
を
支
え
る
は
ず
の

行
政
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
「
熱

い
想
い
だ
け
で
動
い
て
は
ダ
メ
だ
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

そ
こ
で
、
横
手
や
き
そ
ば
暖
簾
会

や
愛
Ｂ
リ
ー
グ（
※
）の
仲
間
に
協
力

を
呼
び
か
け
た
。
幸
い
に
も
〝
石
巻

や
き
そ
ば
〞
事
務
局
の
仲
立
ち
に
よ

り
、
４
月
29
日
と
30
日
に
石
巻
市
と

南
三
陸
町
で
横
手
や
き
そ
ば
と
八
戸

せ
ん
べ
い
汁
の
炊
き
出
し
が
実
現
。

こ
れ
を
契
機
に
愛
Ｂ
リ
ー
グ
北
海
道

・
東
北
支
部
で
は
、
10
月
ま
で
毎
月

最
終
週
末
に
被
災
地
で
『
復
興
市
』

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
５
月
29
日
の
南
三

陸
町
の
復
興
市
の
ほ
か
、
６
月
12
日

に
は
フ
ー
ド
プ
ロ
あ
き
た（
※
）の
一

員
と
し
て
名
取
市
の
朝
市
に
も
参
加
。

被
災
地
で
多
く
の
方
々
と
接
し
、
復

興
へ
の
思
い
や
働
く
こ
と
へ
の
意
欲

な
ど
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち

の
変
化
を
感
じ
て
い
る
。
「
何
で
も

無
償
で
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
復

興
に
向
か
う
気
持
ち
を
継
続
的
に
後

押
し
し
た
い
」
無
理
を
せ
ず
、
息
の

長
い
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
三
浦
さ
ん
は
強
調
し
た
。

被
災
者
の
〝
復
興
に
向
か
う
気
持
ち
〞
を
継
続
的
に
手
助
け
し
た
い

被災地での炊き出しを通じ、
被災者の気持ちの変化を感じる

＜県境なき市民団ＡＫＩＴＡ＞　 

日帰りボランティア　
を募集します　　

ＮＰＯが送り出しを支援します。
あなたの大切な１日、

被災地でボランティアしませんか？

申込み・問合せ
特定非営利活動法人秋田県南ＮＰＯセンター
『県境なき市民団ＡＫＩＴＡ』受付本部
　33-7225（平日10：00～17：00受付）

横手
発

釜石・大槌
大船渡へ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

みうらかつのり　三浦商店代表取締役
社長、協同組合横手やきそば暖簾会専
務理事

三浦 勝則さん（横手）

ひ
た
む

が
れ
き

の
れ
ん

※
愛
Ｂ
リ
ー
グ
…『
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
団
体
連
絡
協
議
会
』の
愛
称

　

フ
ー
ド
プ
ロ
あ
き
た
…『
秋
田
県「
食
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
』の
通
称
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火 19
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金　1

土　2

水　6

木　7

金　8

日　3

月　4
火　5

土　9

日10

月11

火12
水13
木14
金15
土16
日17
月 18

海の日

ふ　ちん　し

あやめまつり　～7月3日、平鹿町浅舞公園

十文字さくらんぼまつり　～7月15日、案内所　23－9320

　心 十文字町幸福会館

　法 相談予約受付開始（7/20分）　市総務課　35-2161

陸上クリニック　15：00～、十文字陸上競技場

消防訓練大会（雄物川地域）

さくらんぼタネ飛ばし大会　9：30～、十文字陸上競技場

十文字町観光協会　42-0406

平鹿・あやめマラソン　9：45～、平鹿生涯学習センター

消防訓練大会（横手・平鹿・大雄地域）

　急 市立横手病院（荻原医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　法 十文字町幸福会館

　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、

　　 社協・横手福祉センター　33-8668

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 横手地域局

横手わか杉カップ　～10日、詳しくは10ページ

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

　行 心 社協・大雄福祉センター

消防訓練大会（山内地域）

水であそぼう　

消防訓練大会（増田・大森・十文字地域）

　急 あさのクリニック（横手）　32-7600

　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

農業農村整備写真展　～22日、増田地域局１階ホール

　法 社協・大雄福祉センター

　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311

　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00 

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00

　心 雄物川コミュニティセンター

　税 横手地域局

　心 増田地区多目的研修センター

　心 十文字町幸福会館

増田奉納盆おどり　19：00～、詳しくは21ページ

　急 市立横手病院（高橋和彦医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

あやめ杯民謡大会　

  急 下田内科消化器科医院（増田）　45-5800

田楽灯ろうコンクール　18：00～受付、19：15～練り歩き、

大森町赤レンガ蔵周辺、大森地域局産業建設課　26-2116

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　育児相談「相談のおもちゃ箱」　15：30～、植田保育所、

　子育て支援センター　55-2255

心

心

急

急

児

行

心

心

税

法

児

人

行
行

急

心

心

行

法

心

急

心

心

法

法

心

児

心
法
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律（要予約）　　人 … 人権

　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

7.1　7.20
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 up
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水であそぼう

■７月10日（日）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月10日（日）「クレヨンしんちゃん
　　　　　　　　超時空！嵐を呼ぶオラの花嫁」【100分】
７月17日（日）「ヒックとドラゴン」　　　　　 　【98分】
７月18日（月）「リトル・レッド レシピ泥棒は誰だ!?」【81分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

　水を使った実験遊び『水
であそぼう』を開催します。
友達やお父さん、お母さん、
おじいちゃん、おばあちゃ
んと一緒に遊びに来てくだ
さい。参加は無料です。
◆時　間／9：00～11：30　
　　　　（8：30受付開始）
◆場　所／さかえ公民館
◆対　象／市内小学生（家族での参加も歓迎）
◆持ち物／内ズック、タオル、空のペットボト
　　　　　ル（500ml）
◆内　容／スライム作り、浮沈子、バブロケット、
　　　　　水てっぽう、シャボン玉遊びなど
◆問合せ／市教育委員会生涯学習課　35-2254
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第21回あやめ杯民謡大会

■７月18日（月・海の日）9：00開演

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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わくわくフェアinおものがわ

■７月24日（日）
　川の通信簿で〝５つ星〟
となった雄物川河川公園を
会場に『わくわくフェアin
おものがわ』を開催します。
　イワナのつかみ取りやカ
ヌー体験など水と楽しくふ
れあえるイベントが盛りだ
くさんです。
◆時　間／10：00～14：00
◆場　所／雄物川河川公園　※雨天中止
◆内　容／イワナ焼き、グラウンドゴルフ大会、
　　　　　ポニー馬車、餅まき、出店など
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課　22-2111

 

　秋田県民謡連盟公認の『あやめ杯民謡大会』
は新人発掘の登竜門として位置づけられ、例年
100人近い出場者が自慢の〝のど〟を競います。
◆場　所／平鹿生涯学習センター
◆入場料／無料 ※どなたでも入場できます
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課　24-1118


